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腐男子な俺が妄想していた推しカプが、３Ｐとして成立してしまった件
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　大宮おおみや慎次しんじは目の前で繰り広げられている光景に眉を寄せ、俯いた。

「前例前例って、新規ではじめようって時に前例なんて探しても仕方ないですよね？　無駄なんですよ、そういうの。もっと効率的にやったらどうですか？　あ、考え方が古いから無理ですかね」

「新規事業だからこそ、周囲を納得させる数字が必要だ。何もまだ起ち上がってもいない事業の数字を出せと言ってるんじゃない。同じようなケースの数字を参考として出せと言ってるんだ。適当な思い付きをビジネスに持ち込まないで欲しい。何でもかんでも周囲が尻拭いしてくれる学生とは違うんだ」

　意見交換にしては刺々しい言葉の応酬。慎次はふたりの剣幕な様子を交互に見、気付かれないよう小さく息をついた。

　王子様のように甘くも凛々しい顔を怒りの表情に歪めている佐久間さくま健吾けんご。昨年入社したばかりの彼は、まだ新入社員と言ってもいい状況でありながらすでにいくつかの成果を収め、今回のプロジェクトにもエンジニアとして抜擢された。ゼミの後輩であったこともあり、未だに慎次を『シンジ先輩』と親しく呼んで慕ってくれている。

　一方、エリート然と冷たく整った横顔は静かなままだが、眼鏡の奥の目は剣呑そのものである高崎たかさき愁一しゅういち。彼は企画事業部のエースと呼ばれ、慎次が新人の時に何かと指導をしてくれた尊敬する先輩社員である。

　このプロジェクトの中心と言ってもいいふたりだが、恐ろしく仲が悪い。互いに顔を合わせるたび睨み合い、聞こえよがしな皮肉の応酬、やがては口喧嘩となり他のスタッフたちを冷や冷やさせている。

　慎次も他のスタッフたち同様困り顔をしていたが、我慢できずついつい大きなため息をついてしまった。

　――ああ～、何という事だ……。

　込み上げる熱い思いに、慎次は強くこぶしを握りしめた。




　吾輩は腐男子である。創作活動はまだない。

　どこで腐男子となったかとんと見当がつかぬ。何でも小さな頃から五歳年上の姉が買い集めていた漫画を読んではキャーキャー喜んでいた事だけは記憶している。吾輩はここで始めて男子同士の熱すぎて逸脱した友情がテーマの漫画というものを見た。しかもあとで聞くとそれはＢＬという漫画中で一番獰悪な種類であったそうだ。

　夏目漱石を気取って説明したところで、モブの中のモブと言っても過言ではない平凡を極めた容姿ながらも、性根は腐りきり異形と化している慎次の残念な事実は変わらない。




　――イケメン同士の罵りあい……ご褒美かよっ……！

　にやつきが止まらず、それをごまかすために頬の内側をがりりと噛んで難しい顔を維持するものの、興奮で息が上がってしまう。

　佐久間と高崎、ふたりともに大変優秀で、それぞれにタイプは違うが目の覚めるようなイケメン。能力も容姿も兼ね備え、勿論女子たちにモテまくりである。

　人生勝ち組コース爆走しているだろう神に愛されしイケメンふたりが、なぜこうもいがみ合うのか？

　――互いに能力の高い雄としての抗いがたい本能！　相手を屈服させたいという激しい闘争心がいつしか欲望となって……。相手を組み伏せ、雌に堕としたいという暗い情念が……！　うわぁぁぁん、ケンカップル最高！　もちろん、そこに愛が生まれます！　ケンカしながらも互いに認め合うバディ展開もアリです！　だめムリ……尊い。

　慎次は特殊すぎる自分の妄想にうち震えるほど感動し、感極まって口元を押さえ、勢いよく机に額を打ち付けた。

　ゴッ！　ミーティングルームに鈍い音が響く。

「お、慎次、大丈夫か？　顔色変だぞ？」

　突然肩を震わせて机に突っ伏した慎次に、同僚は何事かと心配し声をかける。

「だ、だいじょうぶ……でス。ホント、何ともないです」

　顔を赤くし脂汗を滲ませる姿は、はたから見れば体調不良そのものだ。しかし慎次が不調なのは体ではなく頭の中身である。

　――はぁぁぁ～、健吾と高崎さん、最高に萌えるぅ～～。しかし萌えているだけではいかん、今は仕事中！

　慎次は心の中で強く自分に言い聞かせ、興奮しすぎた気持ちを落ち着かせるため深呼吸し、机から顔をあげる。

　すると、先程まで揉めていた佐久間と高崎が心配そうに慎次を見ていた。

「シンジ先輩、気分が悪いなら休憩した方が……」

「大宮君、体調が悪いなら遠慮せず医務室に行きなさい。なんなら、私が連れていこうか？」

　佐久間と高崎はお互い以外の人間には比較的友好的である。

「あ、あの、ホント大丈夫なんで、お騒がせしてスミマセン。気にせず意見交換を続けてくだされば……」

　慎次は恐縮し、慌てて陳謝した。ＢＬを鑑賞するうえで、自分が壁や天井に徹することは鉄則である。イケメンたちの目を引くなど、無機物失格である。

　アホな理由で心配をかけさせてしまったことを反省しつつ議論を促したが、ふたりの気分は挫かれてしまったようだ。佐久間と高崎はバツが悪そうに目を泳がせる。

「あ～、ちょっとエキサイトしすぎたみたいで……すみませんでした」

　佐久間が言いよどみながらも謝罪すると、続いて高崎も頭を下げた。

「その……すまない、私も言いすぎたようだ」

　一応の和解を見せたふたりに慎次はホッとし、頬を緩ませる。

「じゃあ、次の案件を話し合いましょうか」

　ようやく正常化した空気にメンバーたちも笑顔を見せ、手元の資料へと目を移していた。




　その後ミーティングは予定よりも若干押して終わり、そのままランチタイムとなった。机を片付けていると、佐久間が慎次のそばへ駆け寄ってきた。

「シンジ先輩、昼どうします？　近くのカフェなんですけど、ランチが充実してるって教えてもらって……。一緒に行きましょうよ」

　見えないしっぽをぶんぶん振りながらニコニコと誘ってくる後輩の姿に悪い気はせず、ついつい頷いてしまう。

「いいよ。何系の店？」

「創作系和食、綺麗目な店だけどボリュームのあるセットもあるらしいです。塩だれ唐揚げが最高って広報の子が教えてくれました」

「マジか、俺、鶏唐大好き」

　慎次が目を輝かせると、佐久間はくすりと笑う。

「もちろん知ってます。シンジ先輩、飲みにいってもとりあえずビールじゃなくてとりあえず鶏唐だもん、わかりやすすぎますって」

「え、そうだっけ？　意識してなかった」

　軽口をたたきながら慎次は佐久間と肩を並べ、カフェへと向かった。

　オフィスから程近い件のカフェは、おしゃれでナチュラルなインテリアの店だった。おしゃれなカフェだけあって、店内は若い女性客が大半を占め、男ふたり連れの慎次たちは少々浮いた存在になっていた。

　心なしか女子たちがこちらに注目している気がする。モデル並みの美貌を持つ佐久間が一緒だから仕方がないが、隣のモブすぎるモブはなんなの？　という女子たちからの厳しい視線が痛い。完全に慎次の被害妄想であったが、佐久間は女子の注目などどこ吹く風だ。ドアを開けたり待合の椅子を譲ったりと、慎次が相手でも完璧なエスコートをしてくれる。そのうっとりするようなエスコート姿こそが、ますます女子の目を引く原因ではあったが……。

　案内された窓際の席に落ち着くと、慎次は評判の塩だれ唐揚げセット、佐久間は白身魚のフリットプレートをそれぞれ注文した。慎次はぽってりとしたグラスに口を付け水を一口飲むと、改めて佐久間に声をかけた。

「あのさ、健吾、ランチの前にお小言言ってもいい？」

　そう言って姿勢を正した慎次に、佐久間は怪訝そうに小首をかしげた。

「えっと……いいですけど」

　慎次は息を小さく吸って意を決すると、ぐっと奥歯を噛みしめ自分を奮い立たせた。

「健吾さ、もうちょっと高崎さんと仲良くできないの？　キックオフミーティングの時から毎回ケンカ腰じゃん。確かに率直な意見を出し合うのは必要だし、対立することだって必要なプロセスだと思うよ。でもさ、もう少し周りのことも考えなきゃだよ？　健吾たちがぶつかるの見て、委縮してる人だっているかもじゃん？」

　自分は萌えてウハウハしてるけど――腐男子としての本音部分は呑み込み、慎次は社会人の先輩らしく最近の佐久間の態度について釘を刺した。

　和を以て貴しとなす。なるべく争いを遠ざけて生きていたい慎次にとって、目の前で自分と親しい者同士が争う姿は、本来ならばストレス以外の何物でもない。今のところ『腐ふィルター処理』をしているので喜んでいるが、物凄く仲が悪い者同士を含んだチームでの共同作業という現実を直視すると喜んでもいられないのだ。

「健吾だけが悪いって言ってるわけじゃないよ。だけどね、周りの人と協力してやる仕事なんだから、半歩下がることも覚えなきゃだよ」

　厳しめの表情を作って「メッ」とすると、佐久間はシュンと肩を落とした。

　高崎が相手ならばすぐさま激しい反論をする口を少しとがらせ、何も言わず悲しげに眉を寄せる。佐久間の拗ねていながらも可愛らしい様子に、慎次は厳めしい顔を維持できず笑ってしまう。

「もぉ～、別に怒ってるわけじゃないから、そんな顔するなよ」

「だって、オレ、シンジ先輩を困らせて……」

　王子様みたいなキラキライケメンなのに叱られると子犬のようにしょんぼりとか……ツボすぎるから、やめて！

「そんなことないよ。健吾、よくやってくれてるし。俺、健吾の先輩って事、自慢してるくらいだから」

「本当？」

「ホント、ホント。仕事では後輩かもしれないけど、俺は健吾の事、かなり頼りにしてるから」

　慎次の言葉に暗い顔をしていた佐久間はパッと目を輝かせ、嬉しそうな笑顔になる。慎次もつられて微笑んでしまった。先輩として後輩を指導しなければならないが、いかんいかんと思いつつ、なんやかんやでこうして甘やかしてしまう。ワンコ系後輩に懐かれて嫌な先輩おらんだろ！　と心の中で言い訳していると、ようやく料理が届いた。

「さて、この話は終わりな。――いただきます」

　手を合わせ、さっそく箸をつける。塩だれ鶏唐は、パリパリの衣に香味野菜のきいた塩だれがじゅわじゅわとしみ込み、鶏肉もジューシーだ。情報に敏感で口が肥えている広報のスタッフが褒めるだけあって、確かに美味しい。慎次がニコニコと鶏唐を頬張っていると、佐久間が箸を止めた。

「あ～、フリットも美味しいけど、鶏唐うまそー」

　仕事中はしっかりしているのに、こういう子供っぽい顔を見せる。ギャップ萌えってやつなんだろうな、男の自分でもドキドキするぐらいだ。健吾がモテる理由すごくわかる。こういうの俺がやっても全然ダメだもんなぁ、イケメンうらやましい。

　佐久間に対して妙な感心をしながら、慎次はヘラリと笑う。

「ひとくち、あげようか？」

「やった！　シンジ先輩大好き」

　慎次の言葉で目を輝かせる佐久間に苦笑しつつ、鶏唐の乗ったプレートを彼の方へ近づけた。が、佐久間はプレートに手を伸ばすことなく、自分の箸を置いた。

「じゃ、ひとくちください。あ～～ん」

　キラキラ笑顔をグイっと近付け、カパリと口を開ける。

　成人男性が成人男性に向かって、あ～～ん、だ、と……？

　その要求に一瞬固まってしまったが、佐久間は拒否されるなどと一ミリも思っていないだろう曇りなき眼で「まだ？」と慎次を見ていた。

　親鳥の給餌を待つ雛鳥のようないたいけな姿。これを拒否したら、こちらが悪人のような気がする。善なる圧力を感じて、慎次はやむを得ず箸を取り、佐久間の口に鶏唐を押し込んだ。

「へへ、おいしい！　今度はオレも鶏唐にしよ」

　鶏唐を噛みしめ無邪気に喜ぶ佐久間に、自分の心が大変汚れていたと反省し、若干凹む。汚れちまった悲しみに――自責の痛みに耐えていると、ご機嫌な佐久間は満足そうに笑い、唇をぺろりと舐めた。

「じゃ、お返しにオレの白身魚どうぞ。――シンジ先輩、あ～んして」

　あ、あ～んして、だ、と……？

　たじろいで佐久間を見ると、善性値が限界突破したような清らなまなざしで、慎次が口を開けるのを待っている。

　そういえば、健吾ってすぐ抱きついてくるしパーソナルスペース狭いから……。こういうのあんまり気にするタイプじゃないんだよ。こっちが気にするほど、あっちはなんも考えてないんだよ……たぶん。

「あ、あ、ぁ……ア～ン」

　いつも腐りきった妄想ばかりしている自分の心が曇っているだけで、これは普通のことかもしれない。自分に言い聞かせながら口を開けると、佐久間は目を細め、ゆっくりと慎次の口の中に白身魚のフリットを差しいれた。

　口の中に広がるスイートチリソースの甘酸っぱさとフリット生地の塩味、白身魚がホロホロと崩れる。

「ぅ……ン、まい」

　あれやこれやと変に考え込んでいたが、フリットの美味しさに疑念が溶ける。

　おかずを分け合うことで一度に二つの味を楽しめた、ウィンウィンってやつですよね。健吾って頭いい！

　根が単純な慎次は「成人男性あ～ん問題」を結論付け、だらしなく笑った。

「フリットうまいよ。健吾、ありがとな」

　口に入りきらず唇についてしまったソースを親指の腹で拭い舐めとると、佐久間は「ふふ」といやに色っぽく笑った。

　なにそのエロい笑い方。王子様みたいな爽やかイケメンがいきなりエロい顔をすると、心臓に悪い。ゾワワと背筋に電気が走る、そんな感覚に慎次が肩を竦めると、佐久間は何事もなかったようにまた爽やか王子スマイルに戻った。

「シンジ先輩のこと好きだな～って、噛みしめてる」

「……何それ」

　いきなりどうした？　話題の飛躍に困惑してしまう。優秀すぎる傾向のある佐久間は、時々こういう唐突なところがある。思考スピードが周囲よりも速すぎるのか、途中式をすっ飛ばして解に辿り着いてしまうようだ。

「だって、オレのこと怒っててもちゃんと言葉にして叱ってくれるし、そのこといつまでも引きずらないし。自然な感じで甘やかしてくれるから。そういうの全部、好きだなぁって」

「お、おう……褒めてくれてサンキュー、な」

　流れはよくわからないが、ハイスペックイケメンに褒められるのは単純に嬉しい。照れながら礼を言うと、佐久間も少し照れたようにエヘヘと笑った。

　と、その時。机の上に置いてあった慎次のスマホが振動した。何事かと確認すると、高崎からのメッセージが来ていた。

　今日、返したい。夕飯どうだ？　――短い誘い文句の後に、なぜかウサギのスタンプ。クールな高崎の微妙なスタンプセンスに慎次がふきだすと、佐久間が首を傾げた。

「シンジ先輩、どうしたの？　誰から？」

「あ、高崎さんから」

　高崎の名前に佐久間の表情が強張った。

「あの人、何言ってきたの？　仕事の事？　さっきの数字出せってやつ？　オレが扱いにくいからって、シンジ先輩のほうに文句言ってるの？」

　さっきまでのご機嫌が嘘のように佐久間の顔が厳しいものになった。午前のミーティングで、ライバル視している高崎からデータの甘さを突かれたことがよっぽど気に障ったのだろう。慎次は慌てて弁解する。

「違う違う、仕事の事じゃないって、普通にプライベートの事」

「……なんで、あの人がシンジ先輩のプライベートに突っ込んでくるの？」

　じっとりと疑いの目を向ける佐久間へ、慎次は安心させようと説明した。

「俺が大好きな海外ドラマがあるんだけど、『ダーカーズ・コード』っていうの。で、つい最近高崎さんもそれにはまってさ。俺はシリーズ全部持ってるから、まだレンタルになってない分を貸してるの。で、たまに飯食いながら感想言い合ったりするわけ。だから、仕事関係ないって」

「仕事関係ない……プライベート……シンジ先輩が好きな海外ドラマ……」

　佐久間は確認するようにブツブツと呟いている。どうやら誤解は解けたようだ。慎次はひとまず安堵し、高崎に了解ですとメッセージを返しながら佐久間に話しかけた。

「あのさ、高崎さん仕事中は厳しいけど、プライベートじゃ結構気さくでいい人だよ？　健吾が思うほど悪い人じゃないから、仕事以外のことも話してみたら」

「やだ」

　即答する佐久間に慎次は大きなため息をついた。

「も～、なんでそこだけ頑ななの」

「それよりシンジ先輩、オレにもその海外ドラマ教えてください。興味あるから、今度観てみたいです」

　オタクにとって、はまりジャンルへの「興味あり」は布教チャンスである。

「マジか！　――基本は短編連作の推理モノなんだけどさ、話が骨太でさ～。結構長いから、押さえておいた方がいい話だけ、いや、それだと伏線回収の気持ち良さが……とりあえずファーストシーズンから全部貸そうか？」

　慎次はチャンスにすぐさま飛びつく。高崎と佐久間の不仲問題をコロッと忘れて、慎次は推し海外ドラマのセールストークに夢中になっていた。




　仕事が終わり、高崎が押さえてくれた約束の店に入った。少し遅れるとメッセージを貰っていたので、予約名を告げて慎次は先に席へついた。

　今日の店は肩肘を張らないレベルのイタリアンで、予約してあった席は個室だった。自分が好きなものの話となるとついついヒートアップしてしまう慎次にとって、個室はありがたい。高崎の心遣いに感謝しながらメニューを見ていたところで、彼がやってきた。

「すまない、待たせたか？」

「いえ、さっき着いたところです。高崎さん、お仕事お疲れさまです」

「大宮君も、お疲れさま」

　高崎は仕事中とは打って変わり、優しく微笑んだ。涼やかな目元を緩ませるその表情は、大人の色香に溢れている。

「飲み物は何にしよう？　大宮君はあまりアルコールが得意ではなかったよな。ジュースにするかい？　フルーツを漬け込んだ赤ワインのサングリアなら、飲めそうかな？」

　あれやこれやと慎次を気づかいながら、メニューを決めた。程なく食前酒が運ばれ、ウェイターは静かに個室を出ていった。

　高崎に勧められたサングリアはよく冷えており、赤ワイン特有の渋みもなく飲みやすい。苦い酒が苦手という好みを覚えていてくれて、慎次に合った無理のないアルコールを選ぶ。目端のきいてスマートな高崎に感謝しながらサングリアを飲んでいると、彼は手を伸ばし慎次の前髪をさらりとかき上げた。

「ずいぶんと派手な音がしたが、おでこ、本当に大丈夫だったか？」

「あ、の……大丈夫、です」

　午前のミーティングでの失態を思い出し、慎次は赤面してしまう。

「そうか？　少し赤いぞ？」

「あ、それは……お酒飲んだから」

「そうなのか？　どれ、腫れてないかな？」

　そう言って指先で慎次の額を軽く撫でて、指を額から頬へとゆっくりと沿わせる。やがてフェイドアウトするように指先を頬からそっと離した。

　顔を軽く触れられただけなのに、体が軽く痺れてしまう。その一連の動きが憎いほど様になっていることも相まって、心臓がドギマギして慎次は俯いた。

　はぁ？　おでこ撫でるだけで、どんだけエロかっこいい仕草してるの？　高崎さん、マジかっこいい。カッコイイが服着て歩いてるレベル。俺相手にもカッコイイが垂れ流されてるって、どういうこと？　カッコイイ資源はイケメン相手に使って！　資源は大切に！

　俯いたままとっ散らかった物思いに耽っていると、高崎はおかしそうに笑って慎次の後頭部をふわりと撫でた。

「……そんな顔をするな。――そう言えばシーズンⅢを十四話まで見たが。ジェイクが秘密裏に会っていた人物は、前シーズンで国外逃亡したはずだったマフィアの愛人である『赤いドレスの女』という推察でいいのか？　そうだとしたら、展開が唐突すぎないか？」

　突然始まった、当初目的である海外ドラマの感想に慎次はガバリと顔をあげ、目を輝かせた。

「それはですね、前シーズン六話の警察署での会話にあったマフィアが計画した強盗事件を思い出してもらえたら。十話のアマンダの回想シーンでフラッシュっぽく挟まれていた写真が、その強盗事件の資料についてた現場写真と同じなんですよ。それでアマンダがジェイクに言ったセリフの中に……。あ～これ以上説明するとネタバレになってしまいそう……。でも、ちゃんと赤いドレスの女につながるヒントがあってですね」

「なるほど、六話をもう一度見直してみないとな」

　妙な空気を掻き消すように始まった海外ドラマの考察に、慎次のテンションは上がる。頬を紅潮させ早口でしゃべり続ける慎次を高崎はニコニコと見つめ、時折相槌を打っていた。

　食事も進み、あとはデザートというところで慎次のスマホが震える。高崎に断りを入れ、確認すると、佐久間からメッセージが届いていた。

（こんばんは。シンジ先輩が教えてくれた『ダーカーズ・コード』、観ました。まだ二話目なんですけど、めちゃくちゃ面白いですね！　ヤバい、コレはまるやつｗ　まだ木曜なのに徹夜したらどうするの？　シンジ先輩、責任取ってください。これから三話目突入します）

「やった！　健吾がはまった！」

　突然ガッツポーズをとった慎次に、高崎は眉をピクリと動かした。

「健吾……佐久間君のことか？」

「え？　そう、です、けど……？」

　それまで優しかった高崎の声が、氷点下を下回るほど冷たくなる。

　え？　健吾って聞いただけで、どうしてそんなになっちゃうの？　どんだけ嫌いなの？　大人っぽいとか思ってたけど、大人げなくない？　つうか健吾と同じレベルですよ？

　高崎の豹変に慎次は驚き目を瞬かせると、高崎は咄嗟に我に返ったのかぎこちなく微笑み、こほんと咳払いをした。

「い、いや……仕事で何かあったのかと」

　なんだ、就業時間以外でも連絡来たらすぐに仕事モードなだけか。高崎さんはやっぱり真面目なんだな。慎次は高崎の仕事に対する姿勢に感心しながら、吉報を告げる。

「ランチの時に『ダーカーズ・コード』勧めたら、ファーストシーズンを観てくれたみたいで。いま、面白いってかなり好感触な感想送ってくれたんですよ。健吾もファンになってくれそうで。布教成功ってやつですよ」

　身近なところに同じ趣味の仲間がいるのは楽しいものである。今のところ慎次と高崎のふたりだけで考察や感想を言い合っているが、ここに佐久間が入ればもっと楽しくなるだろう。

　どう？　ファン増えて嬉しいよね？　そんな気持ちで高崎を見ると、彼の目は冷たいままで少しも笑ってなかった。

「あの……高崎さん？」

「あぁ、すまない。……あまり良くないことだが、私は佐久間君が苦手でね。勿論仕事に私情を挟んではいない、だが仕事でも彼とは考え方の違いが大いにあるようで。個人的な感情なので許してほしい」

「そう、ですか……」

　こうもはっきり「あいつ、苦手」と言われてしまうと、どうしようもない。慎次は肩を落とし、サングリアをちびちびと飲んだ。

　ファン仲間が増えると喜んでいた気持ちがしゅわしゅわと萎んでしまう。さっきまで甘かったサングリアが心なしか苦く感じられて悲しく眉を寄せると、不安そうな顔で高崎が口を開く。

「ドラマについて、私とふたりで話すだけでは不満だろうか」

「ふたりだと不満とか、そういうことじゃなくて……」

　確かにファンが増えても一緒に語り合えないのは不満ではあるが、もっと根本的なところだ。

「高崎さん、健吾はいい奴ですよ。高崎さんとはやり方違うかもだけど、仕事にも真面目に取り組んでるし、ちゃんと結果も出してると思うんです。そりゃ、相性ってあるかもですが……。健吾は、誰かに意地悪したり、そういうのする奴じゃないです。俺も学生の頃から何度も助けられてるし……。うまく言えないけど、本当に悪い奴じゃないから」

　たどたどしく慎次は佐久間の弁解をする。自分が親しくしている後輩が悪く思われるのは悲しいことだ。実に単純な理由ではあるが、慎次にとって大事な部分である。

　俯く慎次に、高崎は困り顔で眉を下げた。

「すまん、私も意地を張りすぎてるかもな……。なるべく、善処するよ」

　高崎から前向きな言葉を引き出せたことに、慎次はほっとしてヘニャリと笑う。その顔に高崎も安堵した様子で目を細めた。

「大宮君のそういうところが、私はとても好ましいと思っている」

　高崎は優しい微笑みのまま慎次の耳朶に軽く触れ、猫でもあやすように小さくくすぐった。

「ひぇッ？」

　甘く痺れる、快感が多分に含まれる衝撃に、慎次は妙な声をあげてしまう。自分の口から出た声がひどく恥ずかしい。カッと頬を赤く染め、くすぐられた耳を手で隠した。

　なに？　え？　なになに？　いま、耳をコチョコチョされたけど、なんなの？　健吾にしても高崎さんにしても、フレンドリー過ぎない？　パーソナルスペースの狭さはイケメンの必要条件なの？

　訳がわからず高崎を見ると、彼は涼しい笑顔のまま何事もなかったようにワイングラスを傾ける。

　え？　自分、気にしすぎ？　リアルイケメン界隈ではこのくらいの触れ合いは当たり前なの？　こういうの薄い本でしか見たことないから、わかんないよ……。

　解せぬ、という顔のまま、慎次も温くなり始めたサングリアに口を付けた。
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　高崎との食事は和やかなまま終わり、挨拶をして彼と別れた。宅配ボックスに入っていた通販の箱を受け取ってから部屋に戻り、ひと息ついた。

「いつもより、疲れた……かも」

　口ではそう言いながらも、手は無意識のまま通販の箱をバリバリと破っている。納品書を確かめ、予約購入していた神本たちのタイトルと冊数をチェックした。今回はドはまりしている海外ドラマ『ダーカーズ・コード』の二次創作同人誌が中心だ。

　慎次が夢中になっている『ダーカーズ・コード』（略してダカコ）は緻密なストーリーと重厚な人間ドラマが高評価を得ているが、それと同じくらいキャラクターが魅力的なのも人気の理由のひとつだ。

　いつもクールで人を寄せ付けない大学教授のジェイクと、少し子供っぽいところがあるエリート捜査官のアルバート。所属する世界も考え方も違うふたりが反発し合いながらも協力して事件を解決していく。静と動とも言うべきタイプの違うイケメン俳優がそれぞれを演じている。

　イケメンがイケメンと喧嘩したり仲直りしたり協力したりするのだ。つまり、腐女子のお姉さま方が夢中になって創作し、薄い本を製作してくださるという感謝しかない状況を生み出しやすい作品である。

　ぶっちゃけ慎次は同人誌でこのドラマを知り、あれよあれよと沼に沈んで今に至る。因みに慎次はジェイク攻めアルバート受け固定である。

「うぅ……しゅごい、表紙から、最高……ありがたい……」

　ベッドの上にフルカラーの表紙をならべ、一冊ずつ眺めてその美麗さを鑑賞する。勢いよく中身を読んでしまいたいが、まずは表紙をじっくり見つめて作家様への感謝に首を垂れる。それから今の自分の精神状態を考慮し、作家様の作品性や傾向で内容を予測して何から読むことがベストなのか自問する。

　すごく疲れた夜だからこそ、まずは重めのどシリアスで自分をぶん殴る。その後で甘々で糖分補給して癒やして、ギャグでキャラクターへの愛を深めつつ笑いでテンションをあげ、死にネタ小説本で泣き咽びデトックス。よし、今日はこの布陣で行こう。さっそく同人誌を開き、堪能した。

　じっくりと時間をかけて今日届いた本を全部読み終え、慎次は大きく息を吐いた。

　最後に読んだ小説があまりにも感動的で、涙が止まらない。慎次はグズグズとティッシュで鼻をかみ、ドラマサントラを流し公式設定集を開いて物思いに耽る。

　今回初めて買った作家さんだったけど……。はぁ、めちゃくちゃ良い。特にキャラへの考察が愛に満ちていて……。今まで大人なジェイクが年下のアルバートをリードするジェイアルが至高！　と思っていたけれど、下克上要素満載なアルジェイも大変良いものだった。俺、基本的にカプ固定派だけど、このキャラ解釈なら逆カプアリだよ、表紙で勘違いして買っちゃったけど大正解だったぉ。……グズッ、この作家さんの既刊全部買お、次の新刊はイベント合わせかな……。チェックリストに入れとこ。

「はぁ～、教授の書斎の壁か天井になりたい……。絶対、書斎のソファーで致してる……。さっきの本でもやってたし……。ソファーの真上の天井は倍率高そう、いや壁付けだからこの壁が実質アリーナ最前列ど真ん中でチケット入手困難なのかな……」

　アホ丸出しの独り言をつぶやき、さっき読んだ本の中にあった書斎での愛の告白シーンを思い出した。

　自分が追い付かないほどあなたは優秀だ、そう認めてしまったらあなたの隣に立っていられない。凡愚なその他大勢になってしまったら、あなたの世界から切り離されてしまう。あなたの傍にいるために、俺はあなたを打ち負かしたい。あなたに勝てない自分など、意味がないんだ。

「くぅ～～っ、泣かす……。お互いにお互いを唯一無二って認め合ってるから、だからこそ男としてのプライドが少しの負けも認められない、その執着と素直になれない気持ち……。もう腹割って話せばいいじゃない、喧嘩の原因はお互い好きすぎるって事なんだから！」

　興奮しすぎてベッドの上でジタバタと暴れた。

　薄い本成分を補給し、仕事の疲れが吹っ飛んだ慎次は清々しい気持ちでいっぱいだ。急に広くなった心でミーティングやらのゴタゴタを振り返ると、天啓のように素晴らしい考えが閃いた。

「つうかさ、似てる。ジェイクとアルバートって……高崎さんと健吾に似てる！」

　それは天啓ではない、悪の囁きである。が、残念なことに慎次の視界はパァッと晴れ渡り、見えなくていいものまで見えてくる。

「クールで真面目でちょっと皮肉屋なジェイクが高崎さんで、キラキラ王子様顔なのに意外と強引なアルバートが健吾で……。ちょっ、待ッ、関係性もそのまんまじゃん……。こんなすごいことに気付くって、俺って天才かもしれない……。いや、むしろ何で今まで気付かなかった、俺は馬鹿か！」

　理由は違うが間違いなく馬鹿である。そんなまっとうなツッコミをする者はこの場にはいない。一人暮らしの怖いところである。角度修正をなされぬまま慎次の妄想に拍車がかかる。

「え？　ってことは高崎さんと健吾が仲良くなるヒントって、ダカコの中にあるんじゃない？　シーズンⅠじゃ殺し合いしそうなぐらい仲悪かったのに、シーズンⅣじゃ一緒に朝ごはん食べにいくくらい仲良しだよ？　これ絶対仲良くなれる方法ある……。高崎さんと健吾、確実に愛し合えるわ」

　いや、愛し合う必要はない。アルコールの抜けきらない頭と薄い本と真夜中テンション、まともなブレーキが掛かる要素はひとつもない。

「よし、シーズンⅠから見直して、研究しよう」

　そんな研究、必要ない。しかし慎次は謎のやる気に突き動かされ、リモコンを手に取りテレビ画面へと向けた。




「おはよう、ございます」

　翌朝、慎次は弱々しい声で挨拶をし、オフィスへと入った。慎次の顔を見ると、佐久間はギョッとした顔になり、すぐさま駆け寄ってくる。

「シンジ先輩、おはようございます！　って、どうしたんですか!?　瞼腫れてるし、顔色もゾンビみたいですよ」

「ア～、いろいろあって……。でも大丈夫、仕事はちゃんとやるから！」

　あの後、慎次は『高崎さんと健吾が仲悪すぎる問題』を解決するため、朝四時まで海外ドラマを見直して二次資料という名の同人誌を読み込んでいた。

　ほぼ徹夜の作業で体力的には厳しいものがあったが、得られるものは大きかった。一晩中大好きなドラマと同人誌を堪能、いや研究したため、気力は充実し清々しい気分であるが、見た目のヨレヨレさは何ともできなかった。

　やはり同人誌読んで泣きすぎた目は冷やした方が良かったかもしれない。そう反省していると、佐久間の目が冷え冷えとしたものになった。

「いろいろって……。そう言えば、昨日、シンジ先輩、あの人と飲みにいくって……。その時になんかあった、とか？」

　あったと言えばあった。高崎の佐久間苦手発言にショックを受け、両者の関係改善に本格的参入を決意したくらいだ。

「何かがあったって言うか……。ちょっと高崎さんに対する考え方を変えようと思って。もっと積極的に行くことにした」

　そう、考え方を変えた。今日からはもっと積極的に疚しい目で見ていく。お前と高崎さんをくっつけるよう仕向けて行くからな、覚悟してろよ！　慎次は興奮で頬が上気してしまう。

　ポッと頬を染めて笑顔で宣言する慎次に、なぜか佐久間の表情はストンと抜けて無になる。

「ふ～ん。……わかりました、オレもそうします」

「？　そうして？」

　何がわかったんだ？　先輩の気持ちを読み取って、これからは高崎さんとイチャイチャ、いや、仲良くしてくれるのか？　本当にそうしてくれるの？　期待するぞ？　慎次が首をかしげると、佐久間はにこりと笑ってそれ以上何も言わず自分の席に戻っていった。

　今日も午後にはプロジェクトの一部メンバーで打ち合わせがあり、その中には慎次とともに佐久間と高崎も含まれている。これはさっそくのチャンスである。佐久間の背中を見送り、慎次は「よし」と気合いを入れた。

　そして午後の打ち合わせとなる。やっぱりと言うか当然のように佐久間と高崎が反目し合い、嫌な空気を出していた。いや、むしろ前回より険悪なぐらいだ。先程から広報戦略とその費用のことでふたりが揉めまくっている。

「はぁ？　この広報戦略に合わせて開発してきてるんですよ？　変更なんて言いだしたら根本からおかしくなりますよね？」

「そこまでは言っていない。ただ経費も上限なしとはいかない、それを踏まえてくれと言ってるんだ」

　いつもよりも尖った声の佐久間に高崎は不快さを誤魔化すことなく眉を強く寄せる。もはや殴り合いで決着しようぜ！　なディスカッションを慎次は唇を噛みしめ見つめていた。

　はぁ～～～、今日もいい殴り愛、サンキューです！　変な笑い声が漏れそうな口元を押さえ、肩を震わせる。

　もうこれジェイクとアルバートだ。高崎さんの眼鏡のメタルフレームがジェイクすぎるし、健吾の垂れ目が怒りで吊り上がる角度もアルバートが憑依してるとしか思えない。……これ、現実とドラマの世界線が揺らいでる……。世界の方がおかしい気がしてきた。それにしても、ふたりの雄っぽさがすごい……。雄みがすぎて、一周回って受けちゃんだよ、どっちを受けにしたらいいのかわかんないよぉ。もう無理、尊い、これは百合です、ありがとうございます。

　グフフと込み上げる笑いを殺していたが、ハッと重要なことを思い出す。昨晩達した結論である「推しカップリングが仲良くなったきっかけを再現することで喧嘩ばかりのふたりを仲良くさせちゃおう作戦」する遂行をために、行動を起こさなければならない。ふたりの争う姿じゃれあいを堪能している場合ではない！

　シーズンⅠ・第十九話、捜査上に浮かんだ容疑者の動機とアリバイが確実ではないことを忠告する慎重なジェイクに、焦るアルバートが噛みつくシーン。ベテラン捜査官が言い争いをとめ、頭を冷やすように諫める。そしてこう言うんだ。

『なぁ、お前ら。ドーナツを買いにいっちゃくれないか？　ここにいる奴らみんな行き詰まってて、甘いドーナツでも食わなきゃどうにかしちまう』

　ベテラン捜査官の頼みを断り切れず、子供じみたおつかいに憤慨しながらもふたりでドーナツを買いにいき、ドーナツを選ぶことで互いの好みの違いを知り少し打ち解けるという。ファンの間では、神エピソード、おやっさんグッジョブ回、おやっさんの本職はキューピッド、などと呼ばれている名シーンの一つだ。

　いかん、ここはふたりを止める展開だったんだ。慎次はぐっと奥歯を噛んで笑みを消す。

「ふ、ふふ、ふたりとも！」

「あ？」

「なんだ？」

　思い切って声をあげたら、慎次の方にふたりの凶悪な顔が向けられた。イケメンのお怒り顔はカッコイイに怖さが加算され、圧がすごい。

「ヒッ」

　思わず悲鳴を漏らしたが、こんなことで挫けてはいけない。

「や、やめ、ろ……くださぁぃ」

　おやっさんと慕われる威厳に満ちた大人の男をイメージして声を出したが、命令形の予定が途中で敬語となり、デクレッシェンドの記号もないのに声はだんだん弱くなる。

　情けなさを全面的にアピールしたため、この先の「ドーナツ買ってこい」へのセリフ展開はかなり難しい。

　しかし簡単に諦めてはいけない。あの時、おやっさんだって内心ビビりながら仲裁に入ったはずだ。おやっさん、俺に力を！　慎次は生まれたての小鹿並みにプルプル震えながらセリフを続けた。

「行き詰まって……甘いものでも……って、ドーナツを、ドーナツ――すみません、何でもないです」

　いや、無理だった。慎次が自分のダメっぷりに肩を落とすと、それまで鬼のような形相だった佐久間と高崎が慌てて口を開く。

「違います！　シンジ先輩を睨んだんじゃなくて、勢いって言うか……」

「あぁ、私もだ。決して大宮君に対して、という訳ではない」

　なぜか必死に弁解するふたり。その必死さに慎次は引いてしまい、怯えた表情で俯いた。

「こちらこそ、スミマセン……あの、続けてください」

　言い争いを再開させてどうする。そうは思ったが、他にセリフが思い浮かばなかったので仕方ない。

　うう、おやっさんのような包容力やデッカイ器は俺にはなかった、まずもって配役ミスだ。当たり前すぎる根本に立ち戻って、慎次はため息をつくのだった。

　その後、気勢を削がれたふたりは比較的穏やかになり、そのまま懸案事項は粛々と話し合われた。慎次の疚しい目論見は外れたが議事進行の円滑化は果たされ、結果的には成功という中途半端さでミーティングはお開きとなる。

　何か違う作戦を考えないと……。くだらない使命感は損ねられることなく、決意も新たに慎次はミーティングルームを後にした。




　仕事が終わり、帰宅すると慎次はディスプレイに向き合う。研究が足りないための理解不足。――本日の失敗を総括し、深く反省する。

「こんなんじゃダメだ……。このままじゃ、俺が不甲斐無いばっかりに高崎さんと健吾がトゥルーラブハッピーエンドを迎えられないじゃないか……！」

　もっとふたりの気持ちを近づけるためにも、深い考察が必要である。そのためにも『ダーカーズ・コード』をもっと注意深く見なければ！

　慎次はプレイヤーにセカンドシーズン第一話をセットし、公式設定資料集や考察本をわきに置いて研究という名の観賞を始める。

　これまで何度となく観てきたドラマであっても、目的意識を持って観てみると新たな発見も多い。慎次は夕食代わりのサンドイッチを齧りながら画面に見入る。

　今日のミーティングでの作戦失敗は、ふたりの喧嘩という偶発性の高い事象にその都度対処する、不確定要素が大きいものだった。これでは慎次の狙う方向に持っていけないのは当然かもしれない。

　むぅ……。もっと確実な方法でふたりを接近させる方法とは？　真剣な表情でセリフをに聞き入り、すでに知り尽くしたストーリーを再度チェックする。ふたりの関係性の変移を時系列に並べ、物語の推移と連動させたグラフ化することにより親密度の可視化に成功。

　このやる気を仕事へ向けることができたのなら……。自分でも残念に思うが、あえてそこを深く考えることはやめた。

　こうして慎次はジェイクとアルバートの親密度が急上昇したポイントを発見するに至る。

「二十三話……同僚ケリーの結婚式回、結婚パーティーのあとに飲みなおそうとふたりで入ったバーで、ケリーとの思い出を語るうちにお互いの思い違いを指摘し合い解消する……。ここがふたりの分岐点なんだ……。そう言えば、この後ふたりが初エッチする薄い本いっぱいあった。そうだよ……そういうことなんだよ！」

　そういうことってどういうことだ。――独身男子一人暮らしのお部屋には、常識的な問いかけをする機能は付いていない。真夜中に目をキラキラ輝かせた萌えバーサーカー状態の慎次は、ようやく到達した真理の扉に歓喜し、その扉に手をかけるべく行動計画を練り始めた。




　昼休み、あらかじめメッセージを送っておいた高崎と待ち合わせたフロアへ向かう。指定された場所にはすでに高崎が待っていた。

　慎次が慌てて走り寄ると、高崎はふわりと笑って軽く手を振る。

「慌てなくていい。――大宮君、いったいどうしたのかね？」

「お待たせしてすみません、実は――今回のプロジェクト関係者で懇親会、しませんか？」

　高崎を捉まえると、慎次は開口一番に提案する。

「懇親会？　今の時期に？」

　首を傾げる高崎に、慎次は前のめりで説明を始めた。

「本来なら顔合わせのあたりでやるべきなんでしょうけれど。最近、意見交換をしていると、お互いにニュアンス的なものが伝わりにくいんじゃないかなって思うことがいろいろありまして。だからちょっと仕事を離れた場所で息抜きがてら、親睦を深めつつ誤差的なものを埋めましょうという趣旨の、そういった懇親会を！　したらいいと思うんです！」

　反論を挟む隙を見せずにひと息で捲し立て、慎次は自分よりも背の高い高崎を見上げる。

　同僚の結婚披露パーティーというおめでたい場所で上がった気分のまま、ふたりでバーへ……という流れを作りたかったが、同僚もプロジェクトメンバーも今のところ結婚式を挙げる予定はなく、慎次の身の回りでパーティーを開くほどの吉事もない。近しい者の幸福を見て柔らかくなった気持ちで話し合いに臨む、そんなお膳立てをしたかったが致し方ない。手っ取り早く懇親会という名でアルコールを入れて、気分が良くなったところで高崎と佐久間をふたりにし、お互いの親密度を上げるという流れを作ることにした。

「あの、ぎくしゃくしてるメンバーがいると思うんです。上手くコミュニケーション取れなくて、本当は理解できる事でも誤解しちゃってる、みたいな感じで。――全員参加なんて強制じゃなくて、自由参加の有志だけって形で。このプロジェクトの中心である高崎さんが参加していただけたら、と……お願いします！」

　無理矢理ひねり出した取ってつけたような理由をもっともらしく語り、慎次は頭を下げる。大げさかもしれないが嘘ではない。ぶっちゃけ高崎さんと健吾が参加してくれれば十分ですので！　そんな気持ちで頭を下げていると、高崎は慎次の後頭部をポンポンと柔らかに撫でた。

「私は大宮君に気を遣わせてばかりだな」

　高崎はフッと零れるように息を吐いて、苦笑いを浮かべる。

「もちろん、大宮君も参加するんだろ？」

「もちろんです！　俺、幹事やりますし！」

「ならば参加させていただこう。大宮君、幹事よろしく頼むよ」

「はい、任せてください」

　慎次が元気よく返事をすると、高崎は目元を和らげた。

　はぁ～、かっこよ～、何なのその「ニコッ」の破壊力。少女漫画的エフェクトが一瞬見えた気がする。イケメンの顔面力しゅごい……！

　いつも理知的な高崎が柔らかな表情をすると、その落差と何とも言えない色気に、同性とはいえ慎次も思わずときめいてしまう。女子社員がキャーキャー言うのもよくわかる。

　感心しながら高崎の顔を見つめていると、突然後ろから肩を叩かれた。

「シンジ先輩、探しましたよ。――あ、高崎さん、どうも」

　慎次は驚き振り向くと、妙にニコニコした佐久間が立っていた。

「早くランチに行きましょうよ。シンジ先輩、どこにします？」

　慎次に話しかけているはずなのに、佐久間の目は高崎をピタリと捉え、逸らすことなく睨みつけている。その目の鋭さに、高崎は不快をあらわに眉根を寄せた。

「今日はパスタにしませんか？」

　佐久間はギリリと音がしそうなほど高崎に注視する。その場の空気が冷え冷えとしたものへ変わっていく。

　え？　健吾？　俺とランチに行こうって話なのに何で高崎さんしか見てないの？　もしかして、高崎さん誘ってるの？　高崎さん、一昨日イタリアンだったからパスタじゃない方がいいと思うよ？

　どうでもいい心配をしながら、慎次は緊迫した様子のふたりを交互に見る。

「こちらはまだ話の途中なんだが？」

　高崎が冷え切った声で佐久間を遮る。感情を抑えた静かな口調だったが、それだけに苛立ちや怒りがにじみ出ていた。

　ヒェッ、高崎さん怖ッ！　自分が注意を受けたわけでもないのに、慎次は恐怖で肩を竦めつつ、彼を観察する。高崎も挑むような眼で佐久間に視線を固定している。まるで他者などいないかのように見つめあうふたり。

　キャアアアアアアア！　なにこれなにこれ？　真っ昼間のオフィスなのにふたりの世界ぃぃぃ！　ちょ、見つめすぎじゃない？　これどっちかが目を閉じたらキスしちゃうんじゃない？　もうもう遠慮せず早く目閉じちゃえよ！　キスしちゃえよぉ！　俺、じっくり見てるけど見えてませんって態でいますから、気にしないで！

　慎次のテンションはいやが上にもあがり、心の中で謎の応援を始める。その応援に応えるかのごとく高崎と佐久間は無言で睨み合っている。

　しばらく動きのない彼らを、慎次はキラキラおめめで見守る。こんな近距離でイケメン同士がふたりの世界……おいしいおいしい！　やばい、マジで空気！　腐りキッズ垂涎の無機物扱いだ。俺は今、完全なる空気になっている！

　ワクワクの慎次がガン見する中、先に目を逸らしたのは佐久間の方だった。

　佐久間はそれまでの険しい表情を消し、にこりと笑うといきなり慎次の腰を軽く抱いた。

「ホワっ!?」

「……オレも、懇親会参加しますから」

　突然存在を認識され、しかも近すぎる距離とスキンシップに、慎次は返事ができぬまま佐久間の顔を見上げる。つうか、健吾、懇親会の話どこで聞いてたの？　疑問に慎次が首を傾げていると、当の本人である佐久間は高崎との緊迫した空気など忘れてしまったかのように、ご機嫌に微笑んだ。

「オレが参加しちゃまずいですか？」

「いや、そんなことないし……むしろ大歓迎だけど」

「やった～！　絶対参加しますね！」

　佐久間は慎次の腰を抱いたまま、勝ち誇った顔で高崎に笑いかけた。その挑発的な微笑みに、高崎の眉間のしわがより深くなる。

　高崎と佐久間の仲を取り持つための懇親会である。もちろん佐久間を誘うつもりだったし、彼に参加してもらわない事には成立しない。佐久間の参加表明は喜ばしいことであった。――が、このタイミングである。

　この子、何で空気悪くしてから参加するって言うの～、高崎さんが参加やめるって言ったらどうすんの～！

「あ、あのな健吾……」

「お腹すきました。シンジ先輩、早く行きましょうよ。あ、もしかして、パスタじゃない方がいいですか？」

　そういう問題ではない。言いたい事は山ほどあったが、慎次は高崎の様子が気になって、突っ込みを飲み込み彼の方をちらりと見た。

　高崎の視線は慎次の腰を抱く佐久間の手に突き刺さり、胃がキュッと痛くなる。ヒエッ、めっちゃ見てる。むしろ俺が睨まれてる！　ですよね～、モブがいきなり存在感出してふたりの世界に割って入ったら、怒りますよね～。でも違うんです！　俺は極力空気を心掛けていました。健吾が空腹のあまり俺の存在を思い出してしまったらしく……。これは事故による過失なんです、故意ではありません！　健吾にもよく注意しておきます、こういう場合はモブに構うなって！　健吾も謝って！　いいから謝って！　俺じゃなくて高崎さんとスキンシップして！

　弁解をしようと口を動かしたが、もごもごしただけで言葉になるわけもなく。慎次は眉をハの字にして頭を下げた。

「健吾、いや佐久間は腹減ると判断力が低下するらしく……。すみません、お騒がせして本当にすみません。すぐに連れていきますんで」

　謝罪しそうにない佐久間に代わり慎次が謝ると、腰を抱く彼の手になぜか力が籠もった。

「シンジ先輩、早く行こ」

　反省の色どころか、まったく罪悪感など抱いていないだろう爽やか笑顔でおねだりする佐久間にため息をつき、慎次はもう一度頭を下げる。

「高崎さん、懇親会の件、また連絡しますのでよろしくお願いします。……健吾、行くぞ」

　高崎は苦虫を噛み潰したような顔のまま何か言いたげに口元をわずかに動かしたが、結局何も言わなかった。罪悪感でいっぱいの慎次は腰を抱いていた佐久間の手を掴み、そのまま彼を引っ張っり何度も頭を下げて高崎の前を辞去するのだった。




　のんきな顔でボロネーゼを食べる佐久間を眺め、慎次はため息をついた。先輩としてここは叱るべきなんだろうけれど、何と言って叱ればよいのか……。

　お話の最中に勝手に割って入ってはいけません。目上の人にはちゃんとした態度で。そんな内容になるのだろうが、佐久間はあくまでも高崎にのみ限定的に常識的態度ができないのであって。つまるところ「高崎さんにだけなぜにそうも突っかかる？」ということだ。

「健吾さぁ、以前高崎さんと何かあったの？　前世の因縁でもあるの？　生まれ育った村を焼かれたとか？」

　それはそれで美味しいが。疲れ切った顔で呟くと、佐久間はこてんと首を傾げる。

「村を焼かれるって……ＲＰＧの主人公の話ですか？」

「……まぁ、そんな感じ」

　もう一度ため息をついて慎次がジェノベーゼをくるりと巻き取ると、佐久間はフッと声を漏らして皮肉に笑った。

「……だって、シンジ先輩、個人的な事でコソコソ連絡とって勝手に会いにいくから」

「コソコソって……アポ取って会っただけだろ。それも相手は同じプロジェクトの上司だぞ？」

「違うよあいつは特別な……ライバル」

　何言ってんだ？　と続けようとしたところでハッと気づく。特別、いま、特別なライバルと言ったな？　強敵と書いて「とも」と読むアレか？　アルバートとジェイクもバディでありながらライバル。ライバル関係と言えば恋愛関係も同然。古今東西、ライバル同士のカップリングこそ王道と決まっている（一部地域のみ）。

　自分の妄想だと思っていたものが現実だったことにも震撼する。俺の腐妄想は本当にあったんだ！　つまり、健吾のライバル宣言は恋人宣言ということ！　それなのに俺ときたら、そんな大事なライバルである高崎さんにデリカシーなく連絡をとって、勝手に会っていたなんて……。無機物失格にもほどがある、これではふたりの仲を邪魔する勘違いモブではないか。痛恨のミスである。

「ご、ごめん……本当にごめんな、グフ。俺、そこまで深刻に考えてなかったっていうか……その、勝手に会ったこと反省してる。今度から、ちゃんと健吾の許可取って、グフフ、からにする」

　申し訳ない気持ちはありつつも、興奮で喜色満面という言動と表情が一致しない謝罪をする。若干「グフフ」と笑い声が混じってしまったが、許してほしい。

「……そうですよ。シンジ先輩は迂闊すぎるから、もっと気を付けてくれないとダメです」

　佐久間は慎次の不審すぎる挙動も気にした様子なく、それどころか嬉しそうに頬を染めて注意するにとどまった。表情には怒りは一切なく、「もう、しょうがないな～」と赦しに満ち溢れた呟きさえしている。

　健吾、お前って奴は……優しさの天使かよ!?　応援する、絶対に高崎さんとくっつけるよう俺が全力でサポートするからな！

「健吾……ありがとう」

　感動で胸いっぱいになりながら感謝を伝える。今度の懇親会、必ず成功させるからな！　決意を新たにし、慎次はパスタを頬張った。
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　そして、懇親会当日。

　高崎と佐久間を親密にさせるためとはいえ、慎次を交えた三人だけでは気まずかろう。なるべく人数を増やして和やかな空気を醸し、万が一ふたりが険悪になっても「他の人と飲み直す」という逃げ場を作った方がいい。そう思い、プロジェクト参加メンバーだけでなく、関連部署にも声をかけた。仲が悪いことでも有名な二大イケメンふたりが懇親会に参加すると聞きつけた女子たちが、我も我もと慎次のもとに殺到し大変な騒ぎとなったが……。会の趣旨からあまりにも関係のない部署の方々は丁重にお断りし、当初の予定よりも参加人数は増えたものの、予約していた居酒屋に入る人数までに調整はできた。

　参加者出席全員よし！　席数よし！　高崎さんと健吾の席は隣同士に配置、両者着席も目視で確認！　頭の中で指差し点検し、万全の体制となって懇親会の開始時間を迎えた。

　懇親会の主催兼幹事として乾杯の音頭も済み、ほっと一息を吐いた。が――。

「シンジ先輩、お疲れさまです。お酌しますね、ささ、一杯どうぞ」

「大宮君、グラスを持ち替えるといい。ファジーネーブルを頼んでおいたよ。――ハッ、大宮君はビールが得意でないことを知らないのか？」

「はぁ？　シンジ先輩は最初の一杯だけはビール飲むんですよ。ちょっと食べて、それからメニュー見て甘いお酒を選ぶ。大学の頃からずっとそうしてます。高崎さんはシンジ先輩とそれほど親しくないから知らなくても当然でしょうけど」

「ハハ、情報を更新しないことを自慢されてもな……。君は最近の大宮君とプライベートな時間を過ごしていない、と言いたかったのかな？」

「あ？」

「何か、反論があるのかね？」

　仲良く隣同士になるよう配置していたおふたりが、なぜか自分を挟んで口喧嘩しているのですが……？　慎次は遠い目をして鶏の唐揚げを頬張る。

　さっきまでふたり並んで乾杯してましたよね？　なんでこんなに早く席替えしちゃってるの？　なんで俺をセンターにした両サイド配置になってるの？　ねぇ、なんで？

　そんな慎次の疑問と困惑をよそに、高崎と佐久間は言い争いながら慎次の世話を焼き始める。

「シンジ先輩、取り皿貸してください、オレがサラダ取ってあげますよ。ピーマンはダメだけどパプリカは大丈夫でしたよね？　載せちゃってもいいですか？」

「大宮君、柑橘系の面白いカクテルがあるよ、頼んでみるかい？」

　ふたりに気遣われるのは嬉しいが、高崎と佐久間狙いの女子スタッフさんたちの視線が突き刺さるように痛い。

「あ、あのふたりとも……先ほどの席に、戻られては？　ほら、他のスタッフさんとの親睦も深めたり、そういうのも……」

　恐る恐る伺うと、高崎と佐久間はにこりと笑った。

「私は大宮君の隣がいい」

「オレもシンジ先輩の隣でなきゃ嫌なの」

　こんな時だけ気が合うのですね……。慎次は何も言えず、ちびりちびりとビールを飲み、懇親会開始五分にして自分の計画がとん挫している現実に気付き始めた。

　もしかしなくても……早すぎたんだってやつ？　素直になれないふたりとわかっていながら強引に隣同士に配したのは、少々焦りすぎだったかもしれない。その証拠に、佐久間と高崎はお互いに意識しながらも、慎次を構うことでしかコミュニケーションをとれていない。

　常々無機物になりたいと思っているけれど、ふたりの間にそびえたつ壁になりたかったわけではない。できれば背景の壁になりたいです、わかって……。健吾、高崎さんはライバルじゃなかったの？　俺のことはいいから、ふたりでいちゃついていいんだよ。できればそうして？

　慎次の祈りも空しく、佐久間と高崎は互いに親交を深めるそぶりなどまったくなく、それどころか他の参加者たちとの交流もせず。両者は慎次にべったりとくっついたままだ。

　今回も失敗なの？　懇親会を開くために走り回り費やしたあれやこれやの労力を思い出し、それが開始早々無駄骨となる虚しさに慎次は泣きたくなった。

「シンジ先輩、鶏唐食べますよね。ア～ンでもしますか？」

「私の分も食べるといい。さぁ、遠慮せずに」

　このイケメンたち、声までもがカッコイイ……。立体サラウンドシステムの臨場感たっぷりイケメンボイスで「あ～ん」を促される。天国だけど……地獄です。

　もう仕方ない、今回は自分の失敗を認めるしかあるまい。今回の飲み会でふたりをくっつけるのは無理でした。

　作戦の中止と撤退を決めた慎次は光の消えた目で押し付けられる鶏の唐揚げを咀嚼し、涙をこらえ温くなったビールで流し込んだ。




　そうこうしているうちに時間となり、幹事である慎次の宴もたけなわではございますがと決まり文句で懇親会はお開きとなった。

　慎次的には当初目的の果たせない不甲斐無いできの懇親会であったが、参加者たちはそれなりに楽しんでくれたようだ。皆笑顔で帰りの挨拶をし、帰宅する者もいれば、集まって二次会の算段をしている者もいた。

　幹事として懇親会参加者たち全員を見送り終わると、どっと疲れが出る。

「はぁ～、終わったぁ～」

　慎次はその場にしゃがみこんで息を吐く。その頭をポンと撫でられ上を見ると、見送ったはずの高崎が立っていた。

「幹事役、お疲れ様。今日はありがとう」

「いえ、高崎さんも参加ありがとうございました。えっと、二次会に行かれるのでは？」

　確か二次会に誘われて、そのグループと同じ方向へ歩いていってなかったっけ？　慎次が首を傾げると、高崎は少し照れ臭そうに笑った。

「そのつもりだったが……。二次会の場所がカラオケと聞いてね。歌は苦手なので、謝って逃げてきたんだ」

「高崎さん、声良いしカラオケ得意そうなのに」

　完璧な彼の意外な弱点に思わず笑うと、高崎は目元を和らげた。

「大宮君、この後どうだろう？　幹事役のねぎらいもかねて改めて飲みにいかないか？　『ダーカーズ・コード』の新シリーズについても語りたい」

「ご一緒させてください」

　傷ついたオタクにとって推しの話題は癒やしである。高崎の誘いに慎次は食い気味で飛びつく。近場にいい店はないかとスマホ片手に検討をしていると、

「シンジ先輩、オレも一緒に行っていいですか？」

　と、こちらも二次会に行ったはずの佐久間が、甘えた様子で慎次の腕にするりと腕を絡めてきた。突然のことに慎次が仰け反る。

「うわっ！　健吾、二次会に行ったんじゃなかったの？」

「だってシンジ先輩が来ないし、高崎さんいなくなるんだもん。――抜け駆けってずるくないですか？」

　佐久間はやけに挑発的に笑い、慎次を通り越して高崎を見ていた。佐久間の視線の先を確認し、慎次はハッとして姿勢を正す。

　こ、これは……。『シンジ先輩、オレ言いましたよね？　高崎さんはオレの特別なライバルなの。勝手に会いにいかないで！』ってやつ？　またしてもモブがちょっかいかけてきて、それでご機嫌斜めなの？　あ～嫉妬ぉ～、それは尊い嫉妬ですぅ～。素直にイチャイチャはできないけど他人と仲良くしてると焼き餅焼いちゃうってかわいいかよ～。無理ぃ～、そういうの大好きぃ～。

「ご、ごめん……。グフ、健吾にもちゃんと声かけるべきドゥフフだったよな……。グヘ」

　何かが漏れ出してしまいそうな返事をしつつ、慎次の脳内は先ほどの失敗を挽回する会心の一手を模索していた。嫉妬の勢いを借り、このままふたりの気持ちを一気に近づけなくては！　またしても謎の使命感に燃えた慎次は、輝くような笑顔を高崎へ向ける。

「高崎さん、健吾も一緒でかまいませんか？」

　断られるなど一ミリも思っていない、ある種の圧に満ちた確認に高崎は渋々といった態で答えた。

「あぁ、別に……」

　いいとも悪いとも言わない返事ではあったが、慎次はやり遂げたという顔で佐久間へ笑いかける。

「良かったな、健吾。よぉ～し、今夜は飲むぞ～！」

「はい、ありがとうございます、シンジ先輩」

　途中経過はグダグダになったものの、これは当初目的の「飲み会の後、いい雰囲気になってふたりで酒を酌み交わすうちに打ち解けて……！」になりつつある。これは、勝てる――。根拠の薄い勝利感に酔いしれ、慎次はふたりを引っ張り次の店へと歩を進めた。




　三人で入ったバーのテーブルは丸く、席に着くと慎次が切望した佐久間と高崎が仲良く並ぶ配席となった。同じフレームに肩を並べて座るふたりを眺め、慎次はニコニコしていた。これだよこれ、俺が求めていたのはこれぇ！　円卓に三人で座れば、三人ともが互いにお隣同士になる。そんな無粋な突っ込みなど、今は必要ない。丸型って素晴らしい。

　さっそくオーダーし、三人だけの二次会に乾杯する。ご機嫌な慎次に佐久間と高崎も表面上は平和的に酒を酌み交わす。今のところ三人の共通の話題は仕事と慎次が布教した『ダーカーズ・コード』のみ。仕事の話となると散々にぶつかっている佐久間と高崎なので、この平和な空気を維持する話題は『ダーカーズ・コード』一択となってしまう。

　決して自分が『ダーカーズ・コード』の話をしたいからではない！　心の中で言い訳をしつつ、慎次は満面の笑みでふたりとドラマについて語り合う。

　勧められるままにカクテルを飲むと、程よく酔いが回ってきた。ドラマの展開を語るうちに、ついつい話がそれていく。

「アルとジェイクがいがみ合ってるのは、お互いの無理解っていうより、自分が持ってないものを相手は持ってる事への嫉妬っていうか憧れの反転だと思うんです。ある意味すごくリスペクトしてるから起こる摩擦みたいな……。ふたりは正反対に見えても、同じ目的を持つ似た者同士なんですよね。だからこそ、いがみ合いも尊い、喧嘩してる関係性も面白いなぁって。バディもので、絶対的な信頼関係があるふたりの喧嘩だってわかってるから安心していられるけど……。やっぱり仲良くしてる姿も見たいし……ファンとしては複雑ですよ」

　アルコールの力もあり、腐臭漂う推しカプ語りっぽくなってしまう。いつもは腐男子であることを隠している慎次だが、隠匿がおろそかになったが続ける。

「俺、チキンだから、基本的に喧嘩とか揉め事は苦手なんですよね。現実の人間関係にある諍いも仲良くなるためのプロセスなら仕方ないなって思えるけど、ずっと仲悪いままなら虚しいなって……。お花畑って笑われるかもだけど、どうせならみんな仲良いに越したことないし」

　言ってるうちに感情が高ぶってしまう。

「俺、健吾も高崎さんも好きだから、ふたりが仲悪いの辛いなぁって思ってる……」

　そうだよ、自分と仲が良い人たちが反目し合う事は、ストレスなんだ。ＢＬ妄想してみたけれど、やっぱりそれは誤魔化しでしかなくて、単純に親しい人が喧嘩する姿を見たくないだけだ。

「そりゃ、相容れないことあるのは仕方ないと思うけど……。でも俺はふたりの事好きだし仲良くしてるから、どっちが良いとか悪いとか思えないんだよ。どっちの意見もそれぞれにわかるし、ふたりの事はそれぞれに大事……。だから喧嘩は嫌なんです」

　ついつい本音が出てしまった。中学生かよ……。自分の青すぎる言葉に赤面するしかない。うわ、引かれたか？　ふたりを見ると、佐久間も高崎も無言のまま神妙な顔で慎次の話を聞いていた。

　しばし沈黙。慎次は気まずさで目の前のカクテルを一気に飲み干し俯いた。すると、佐久間がぽつりと呟く。

「まぁ、そうですよね。喧嘩ばっかりしてる奴らなんて、嫌ですよね」

　そう言って佐久間が横目で高崎を見ると、高崎は苦く笑って慎次の顔を正面から捉えた。

「今回の親睦会は何のために開かれたのか、わかっている。大宮君がどれほど心を割いてくれているのかを知りながら、私は君の優しさに甘えてしまって……。大宮君に嫌われても仕方がない状況だな」

「高崎さん、嫌うなんて……。あの誤解です、そういう意味じゃなくて」

　慎次は慌てて否定したが、高崎は悲しそうに目を細め頷くだけだった。

　不要な発言で場の空気を悪くしてしまった。慎次は反省しつつ好転するチャンスをうかがい、ふとテーブルを見ると空のグラスが三つ。

「あ、あの！　……追加、どうですか？」

　白々しいほど明るい声でふたりへメニューを渡し、空回り上等ではしゃいでそれを覗き込む。

「あ～知らないカクテルばっかりだ～、飲んだことないカクテルに挑戦でもしてみようかな～。開拓ってやっぱ必要ですよね～」

　少々やりすぎ感もあったが、気にせずそのまま突き進む。オーダーいいですか？　と店員を呼びアホ面でヘラリと笑ってふたりを見ると、佐久間と高崎は複雑そうではあったが笑顔になった。

「じゃあ、オレはウンダーベルクソーダ」

「それでは、私はドライ・マンハッタンを」

「えっと、このロングアイランドアイスティーっていうのを」

　テンポよく注文をするふたりに慎次は一安心し、アルコール度数の低そうなカクテルを頼むことにした。

　新たに届いたカクテルでなんとなく乾杯して、それぞれに口を付ける。先ほどの悪かった空気もいったんリセットできたようで慎次も安堵し、ロングアイランドアイスティーを一口飲み込んだ。初めて飲むカクテルだったがレモンの酸味で口当たりがよく、慎次はコリンズグラスに両手を添え、ちびちびと飲みながら佐久間と高崎を見つめる。

　肩肘をついてアンニュイな様子でグラスを傾ける佐久間と、姿勢を正したまま生真面目な表情でカクテルグラスを口に運ぶ高崎。何をやってもイケメンはかっこいいのだが、独特の雰囲気のある落ち着いたバーというロケーションもあり、いつも以上にカッコイイ。

　はぁ～、眼福だわ。ＢＬ関係なしに、同性でも憧れるくらいのイケメンオーラ出てるなぁ～。緊張感から脱したぽわぽわした頭で彼らを眺めていると、佐久間が口を開いた。

「それにしても、こんな奴と仲良くしろとかひどくない？　結局さ、なんだかんだ言ってもオレはシンジ先輩のこと好きだから言うこと聞くしかないのに、よりによってコイツと仲良くなんてできるわけないじゃん」

　追加ドリンクで少し持ち直したところにまたしてもブリザード。健吾、お前なんでそういう犯罪級エアクラッシャーなの……！　慎次が虚しさで天を仰ぐと、高崎もそれに同意した。

「あぁ、まったくだ。大宮君の頼みを断るなんて選択肢は我々にはない。君がそうしろと言えば、どんなに不本意でも従ってしまう。君に嫌われたくないから、な」

「いや……言うこと聞かないと嫌うとか、そんなことしませんってば」

　焦る慎次へ高崎は流し目を送り、口の端だけで笑う。佐久間は面白くなさそうにフンっと鼻を鳴らし、グラスを置いた。

「大体さ、競合相手と仲良くする意味わかんないですよ。前にも言ったけど、オレと高崎さんはライバルなんだって」

「だからさ、ライバルだからって常時ケンカしなきゃいけないってわけじゃないだろ？　周囲の人が困っちゃうような張り合い方しないでって言ってるの。そういうのしてたら、みんなが健吾の事避けるようになっちゃうでしょ、そうなったら俺は悲しいの」

　慎次の言葉に佐久間はムッとした顔で口をへの字にする。つまらなそうに酒を一口飲み、慎次を睨んだ。

「そうやって他人の事ばっか気にして、飲み会なんてめんどくさいことやってまで仲良くさせようとしたり……。シンジ先輩っておせっかいだよね」

「ご、ごめん……。その、迷惑だった、よな……」

　確かに度がすぎたおせっかいだった。いい大人がそんな心情的なところに踏み込まれたくないだろうし、踏み込んではいけない。今更ではあるがそんな当たり前を指摘されて、慎次は肩を落とす。素直に謝ると、佐久間はふき出して笑った。

「あ～も～、シンジ先輩のそういうところ！　素直で真面目でどんくさくて、引くほど善人で隙だらけで危なっかしい。……好きになったら負けってわかってるけど、好きなんだもん、仕方ないよね」

　佐久間は微笑みを浮かべたまま、グラスで冷えた手を伸ばしピトリと慎次の頬にあてた。

「ヒェッ、つめた！」

　反射的に間抜けた悲鳴を上げると、佐久間は名残惜しそうに頬から指先を離した。

　え？　なんだこれ？　俺相手に口説きシーンみたいなこと言ってるけど……。いやいや、俺が腐男子脳すぎるのか？　好きって別にそういう意味じゃないだろ、先輩として人間性を評価された的な。しかし絶妙にディスられてるような気が……。隙だらけで危なっかしい先輩を好きって文面おかしいよね？　え？　どういうこと？　尊敬されてはいないけど親しみは感じてるの？　健吾、俺にもわかりやすい言葉で言って？　俺、腐男子だから余計なこと考えちゃうんだよ、変な言い回ししないで！

　目を点にしたまま脳内で自問自答を繰り返していたが、いつまで経っても最終回答は出てこない。「仰っている意味がわかりません」を前面に出したアホ面のまま、健吾を見ていた。

「相手を困らせて気を引く、それが君の常套手段か……まったくの子供だな」

　事の成り行きを見守るだけだった高崎は苦笑し、眉を八の字にした慎次へ視線を送った。

「大宮君もそんな顔をして、喜ばせるから……。罪作りだな」

「えっと、その……ハハハ、ハ」

　そんな顔って言われても、生まれた時からこんな顔ですし……。笑って誤魔化してみたがますます困惑は深まり、どんな顔をしたらいいのかわからなくなる。俯きがちにカクテルをちびちびと飲んで顔を隠すと、高崎はさざめくような笑い声を漏らし、テーブルに置いたままの慎次の左手に手を重ねた。

　予期しない体温に驚き、咄嗟に手を引っ込める。が、高崎の動きは慎次のそれよりも速かった。逃がさないと手を強く握り込まれ、慎次は俯いたまま固まってしまう。

「しかし、困った顔が堪らなく魅力的だということについては……同意せざるを得んな」

　潜められた声は妖しいまでに甘く、誘われるように顔をあげると高崎と目が合った。その目はやけに真剣で熱っぽく、肉食獣にも似た圧を感じて慎次はびくりと肩を震わせる。

　かっこいいけど……ちょっと怖い。しかし、なんなの？　口説きみたいなこと言ってない？　なんで？　さっきから、ちょこちょこ会話にバグが混じるけど……。大丈夫なの？　ふたりとも実はべろんべろんに酔ってるの？　相手間違えてませんか？　って確認した方がいいのかな？

　視線を逸らそうと目を伏せると、高崎は慎次の手を握ったまま指を曲げて爪を立て、手の甲をかりりといたずらに嬲る。

　ただ爪で掻かれただけなのに、手の甲から腕を伝ってびりりと電流にも似た何かが流れた。電流は腹の奥に響き、反射的に高崎の手を振りほどいて椅子から飛び上がってしまう。

「～～フぁっ？　あ……えっと……スミマセン」

　なんとも情けない一連の動きに慎次が赤面して椅子に座り直すと、佐久間は声を低くして唸った。

「勝手に触んなよ、クソジジィ」

　年下の暴言に高崎は意地悪く笑い、冷ややかに応える。

「君に許可がいるのかね？」

「は？　許可とか何言ってんの？　シンジ先輩が嫌がってんのわかんないの？」

「ハハハ、それは自分の行いを振り返っての反省かな？」

　佐久間と高崎は険しい表情で睨み合い、またしても一気に悪くなる空気。

　もう、なんでさ。何でこうなるの？　落胆が隠せない慎次を尻目にふたりの言い合いはヒートアップしていく。激しい舌戦に慎次はこぶしを握り締め、恨めしく唇を噛んだ。

　慎次がいくら諫めても、あれこれ手を尽くしても、なんやかんやで喧嘩になってしまう。自分の無力さも然ることながら、何回やってもふりだしに戻る高崎と佐久間の意固地さにも腹が立ってきた。

「だ～か～ら～！　ケンカしないでって言ってるの！」

　それまでおとなしく愛想笑いをしていた慎次の豹変に、ふたりは驚いたのか、慎次を見たまま静止している。反論のないことに励まされ、慎次は不満をぶちまげた。

「高崎さんも健吾も、仕事できてイケメンでモテまくりで！　リア充極めて人生薔薇色なんでしょ？　だったらもっとニコニコしてればいいじゃん。わざわざケンカして、人間関係に波風起こしてどうするの？　もっとハッピーに暮らそうよ！」

　いつも従順な慎次の突然の自己主張を、高崎と佐久間は唖然とした顔で聴いている。

「ふたりともイケメンなんだから仲良くして下さいよ。イケメン同士が仲良くしてるだけで幸せになれる人がこの世にはいるんですよ？　世界のためにもふたりは仲良くしてくれなきゃ。ケンカしてる場合じゃないでしょ、ラブアンドピース！　愛と平和！」

「……シンジ先輩、ちょっと落ち着いて」

「落ち着いてますぅ全然大丈夫ですぅぅ！　だいたいなんだよ、競合してるから仲良くできないって。競合してるなら共同開発すればいいじゃん、共に切磋琢磨、競い合ってイノベーションの新しい風を巻き起こす、コンセプトイノベーションで御社のビジネスをサポート……」

「大宮君、飲みすぎでは……？　水でも飲むか？」

「とにかく！　俺はみんな仲良しが気持ち良いの！　俺のクォリティ・オブ・ライフのためにも高崎さんと健吾は仲良くしてよ！　俺、推しを絞れないからふたりとも好きなの！　ふたりが仲良くしてるだけで幸せなの！　人生、気持ちいいのが一番大事なの！」

　ツッコミどころ満載な謎の主張を声高らかに繰り広げ、それが終わると高崎が差し出したチェイサーをひと息に飲み、静かに立ち上がった。

「あの……お手洗い行ってきます……」




　そして飲みすぎた。――慎次は緊急避難的に逃げ込んだ個室トイレの便座を椅子代わりにして座り込み、頭を抱える。俺ってホント馬鹿……。アホすぎる大演説を死ぬほど後悔してため息を吐いた。

　自分が酒に弱いと自覚しているにもかかわらず、完全に飲むペースを崩していた。懇親会が終わって気が抜けて、いつもより多く飲んでほろ酔いとなったところに、勢いで追加したカクテルがとどめになってしまったようだ。

　何であんなこと言っちゃったんだろ、あ～ふたりとも飲みすぎて記憶消えてくれないかな。いや、タイムリープで過去に戻ってやり直しを……。どうにもならない現実を非現実的手段でどうにかならんものかと無駄な試案に耽っていると、ますます酔いが回ってくる。

　も～、頭の中だけじゃなくて世界までぐるぐるしてきた～～。

　吐き気や頭痛がないことが救いだが、座っていても地面はぐらついて足に力が入らない。アルコールは恐るべき速度で慎次の躰に浸透し、視界の四隅が回りだした。

　酩酊感がよりひどくなる中、慎次はまとまらない思考で先ほどの会話を反芻する。

　つうか、俺、さっき口説かれてなかった？　いや、モブ相手にそれはないよな？　でも世の中にはモブを絡ませつつ推しカプを成立させるってのもあるし。いやいや、モブ絡ませるの地雷な人いるから、できればモブは控えた方がいいのでは？　しかし、モブは当て馬としての重要な役割を果たす時もあるし……。ダメだ、混乱してきた。

　時間経過とともに酔いはひどくなる一方で、如何ともしがたい。まともな思考どころかくだらない妄想すら散らかり始め、もはやどうにもこうにもだ。次第に手足は脱力し、立ち上がり席に戻ることすら難しくなっていた。

　あ～、もぉ～、誰か助けてよ。モブには荷が重いよ～。泣き言しか思い浮かばないまま座り込んでいると、扉がノックされる。長時間の個室占拠というとんだ迷惑行為をしていたことを反省しつつ「すみません、すぐ出ます」と応答する。

　が、語尾の怪しさでもわかるように、慎次は既にヘロヘロに酔っていた。慌てて立ち上がったがふらつき、また座り込んでしまう。情けないが恥を忍んで助けを呼ぶしかない、そう思ってスマホを取り出そうとしたところへ、

「シンジ先輩？　オレです、健吾です。大丈夫ですか？　中で倒れてないですよね？」

　扉の向こうからまさに呼び出そうとしていた佐久間の声が！

「健吾ぉぉ～～」

　助かった、手を伸ばして鍵を開けると、佐久間だけでなく高崎も一緒に心配そうに慎次を見ていた。

「時間が経っても戻ってこないから……。大宮君、飲みすぎたのか？　それとも先ほどの会話で気分を害したのか……。そうだったら、すまない」

「違います、ホント飲みすぎで……ウッ」

　眉を寄せる高崎へ、慎次は頭を横に振って否定すると余計に酔いが回った。頭振るんじゃなかった……。後悔に額を押さえ、頭痛をやり過ごす。

「ご迷惑おかけして……もうしわけない、です。……俺、ふたりの足引っ張ってばっかりで……ダメダメだぁ」

　自分の酒量の限界さえ把握できていない、社会人失格な有様に肩を落とす。なんだかひどく悲しい、泣きそう。酩酊具合が泣き上戸スイッチに切り替わり、涙ぐむ。

「ずびばせん、俺みたいなモブのせいで、もぶのせいでぇぇぇぇ」

　ズビズビと鼻をすすり泣き出す慎次に佐久間と高崎はギョッとしていたが、すぐに平静を取り戻す。佐久間は困ったように微笑んで、目元を擦る慎次の頭を優しく撫でた。

「シンジ先輩が謝る事、何もないですよ。――シンジ先輩が席を立って、あれからオレと高崎さんで話し合ったんですよ。みんな仲良しがいい、競合してるなら共同開発しようってシンジ先輩の言葉に目が覚めました。オレたちがしなきゃいけないのは張り合うことじゃなくって、協力することなんだって」

　佐久間の言葉に高崎も真剣な顔でゆっくり頷き同意した。

「あぁ、思ってもいなかったが言われてみればそうだったと……。私は自分の気持ちではなく、大宮君の気持ちを優先しなくてはならなかったんだ。そんな当たり前のことを忘れていたよ。君の喜びこそ、私の望みだと。我々は協力せねばならない」

　あれ？　そんな真面目な顔になっちゃうような話したっけ？　内心少し首を傾げたが、ふたりがこれからは仲良くすることを合意したという嬉しい知らせの前に疑問も霧散した。

「ふたりとも、わかってくれたんですね！　俺、嬉しいです、ラブアンドピース、愛こそすべてなんですって……！」

　紆余曲折はあったものの、ここにきて「ふたりを仲良くさせよう作戦」がようやく結実を！　これからはふたり仲良く愛の世界に向け前進するわけですよ、なんてすばらしい！　アレルヤ、アレルヤ！

　傷心から一転の歓喜。酔っ払い特有の感情の激しい振れ幅に慎次の頭の中はポジティブなパニックを起こす。浮かれ腐男子にはアルコールがよく沁みていたようで、とたんに意識が朦朧としてきた。

　グダグダに酔った頭で自分の顔を覗き込むふたりを見上げる。ふたりともイケメンがすぎる！　眼福に慎次はヘニャリと笑うと、高崎と佐久間のふたりも薄く笑った。

「シンジ先輩……オレが必ず気持ちよくさせますから」

「……大宮君、私も全力を尽くそう」

　名前を呼ばれるも、したたかに酔っている慎次は活舌の良い返事はできず。「ふわぁい」と欠伸のようなだらしない声を返すのが精一杯という有様にまでなっていた。

「大宮君、立てるかね？」

　くにゃくにゃと揺れる視界の中、立ち上がろうとするも手にも足にも力が入らない。壁に手を付いて何とか腰を上げたが、歩き出すことはできなかった。

「無理しないで、オレが肩かしますよ」

　四苦八苦する慎次に、佐久間は優しく手をとる。高崎も慎次の躰を支え、担ぐようにして慎次を立ち上がらせた。

「すみません、おれ、グダグダで……」

　瞼が重くてそれだけ言うのが精一杯。慎次はふらふらと頭を振りながら、ふたりの腕に体重を預ける。

「少し休んだ方がいい、手配しよう」

「シンジ先輩、そうしましょう。ちゃんと三人が仲良くできる場所に連れていきますから、ね」

　遠のいていくふたりの声に慎次はこくこくと頷く。

「ふぁい……。ふたりとも、ありがと、ありがとぉぉぉ」

　ブラックアウト寸前に感謝を伝え、慎次の瞼は完全に閉じた。
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　ふわふわしていい気持ち。クチュンクチュンという音が響くたび、下腹部がヒクヒクと痙攣して、腹の中がじんわりと熱くなる。

　目覚める前のまどろみのような、酔って寝落ちする手前のような、そんなぼんやりした意識の中で身を捩る。

　それにしても、気持ちがいい。軟体動物みたいに躰を揺らすと、より一層奥底から甘い熱が融けて拡散する。

「んっ、ぁああ、ぅ、ン……あ、ぁふ」

　猫の鳴き声にも似た甲高い声。快感に撓んだ啼き声は、途切れ途切れに続いている。

　これ、あきらかに喘ぎ声じゃん。隣の部屋の人、ＡＶでも観てるのかな。音デカすぎるから、音量下げて。このアパート結構防音いいはずなのに俺の部屋でも臨場感あるくらいに漏れ聞こえるって、どれだけ大きな音で観てるの。爆音レベルじゃない、つうかイヤホン使ってよ。

　しかし、この喘ぎ声、近すぎないか？　まるで、自分の口から出ているみたいな――。

　グヂュッ！　粘った水音と同時に躰の奥、腹の底がグイっと押された。それまでのふわふわと甘かっただけの感覚は途端に色濃くなり、身が跳ねるほどの衝撃となって襲い掛かる。

「ひぃあぁっ、あ、ぁん、ンン……ッ、――ふへぇ？」

　堪らず叫びをあげ、目を見開く。いま、確かに、自分が喘いでた？　意味が解らないままあたりを見回す。

　見知らぬ部屋、大きなベッド、慎次の胸元へ顔を寄せている佐久間。高崎に背を預けもたれかかり座している全裸の自分。ますます意味が解らない。

「あ、起きた。――おはようございます、シンジ先輩」

　慎次の乳首に吸い付いていた佐久間は、目が合うと乳首から口を離し、起床の挨拶をする。チュッと軽く音を立て唇に軽くキスをし、にこりと笑った。

「お、はよう？　～～って、おまっ、ちょ、なにキスしてんの!?」

　一応挨拶を返したが、ナチュラルに流されそうになっているキスについて慎次もさすがに突っ込んだ。

「シンジ先輩がかわいかったから、おはようのチュー」

　いや、わかりません。これはどういうことだ？

「なに、これ、どうなってんの？　何でチュー？」

　思った事をそのまま口にすると、佐久間はエヘヘと妙にかわいらしく笑ってとんでもないことを言いだした。

「オレと高崎さんでシンジ先輩をいっぱい気持ちよくして、好きになってもらって……高崎さんより気持ちよくできること証明しますから、最終的にはオレを選んでね」

「は？　健吾、何言ってんの？」

「大宮君、君が味わったことのない快感を私ならば教えてあげることができるよ」

「え？　高崎さんもどうしちゃったの？」

　ふたりが何を言ってるのかまるでわからない。まったく状況が理解できない。

　状況確認をしようにも、足を大きく開いた状態で腰を抱えあげられ高崎の膝の上で秘所を晒し、くちゅくちゅと後孔を弄られている。とても思考に集中できる状態ではない。だって尻の中に指が入ってるんだよ？　意味不明すぎる。

「あ、ぅぁンッ、ぁや、～～ッなに、なにこれぇ？　た、たかさき、さぁン？」

「ん？　まだ、指三本しか入ってない。もう少し拡げてからだ、少し待ちなさい」

「さ、さんぼ、ん？　～～ぁンンっ、～～～ンゥ」

　慎次が高崎を見ようとすると佐久間は両手で慎次の顔を挟んで掴み、目を見つめたまま下唇をやんわりと噛んだ。

「よそ見しちゃ、ヤダ」

「ヒッ！　ぃ、あン」

　ギュッと左の乳首を指先で捻られ、思わず声をあげる。薄く開いた唇の隙間にニュルンと舌を挿し込まれ、目を白黒させた。慎次の口内よりも温度の高い佐久間の舌は、怯える慎次の舌先から奥へと擦り、上顎を強く舐めさすりながら前歯に戻ってくる。

　たった一往復の口内への愛撫は、脳髄へダイレクトな快感を叩き込み揺さぶる。まだ慎次の口腔に居座る佐久間の舌先はチロチロと蠢き、慎次はくぐもった呻きを漏らし喉奥を痙攣させた。佐久間の舌は優しい彼とは別個の生物のように意地悪く縦横無尽に這いまわり、上顎、舌先、舌裏の付け根と、慎次が反応を示した場所を執拗なほど攻撃する。慎次の知る友好的なキスを大幅に超えた、官能を引き出すための欲望に塗れたくちづけ。これ、薄い本でよく見る、どエロいキスだ。快楽で痺れる頭はまともな状況判断ができず、ただ口を開け、佐久間の舌を受け入れていた。

　深すぎるキスが気持ち良くて鼻を鳴らすと、後孔を拡げていた高崎の指が隘路の中で鍵の字に曲げられた。

「～～フグッ、～～ォッ！」

　突然強くなった感覚に、堪らずキスを振りほどき仰け反り、音のない悲鳴を上げる。

「大宮君、こちらに意識を集中しなさい」

　興奮を潜ませた低い声で叱りながら、高崎は指を曲げたまま粘膜を探る。あらかじめ目途を付けていたのか、さして迷わずぷっくらと膨らんだ前立腺を探り当てると、指先で挟み扱きながら揺さぶる。

　腐男子とはいえ、慎次も健康な男子なので自慰をすることもある。しかし弄る場所は前オンリーだ。それにＢＬを読み漁ってはいるが、オカズに使ったことはない。ＢＬは心のチンポを扱くものであって、現実のチンポとは別なのだ。だから後ろも弄ったことはない。大いに偏った知識として「前立腺は気持ちいい」はあっても、未経験のままだ。

「ォアっ！　や、まってまって、ソレ、ゃあああッ！」

　暴力的な衝撃が背骨を駆け上がり、目の奥でハレーションを起こす。前は触ってもいないのに射精感が高まって自然と腰が動き、ヘコヘコと情けない動きで宙を突き上げてしまう。

　ええええええ～～!?　エロい同人誌ではよく見たけど、前立腺ってこんなにスゴイの？

　どこか冷静な部分がある頭の中で、薄い本に書いてあったことは本当だったんだと感動している自分もいる。が、そんな思考も打ち消されるほどの圧倒的快感に、嫌々と頭を振った。

「出そう、だからぁ！　も、やぁめぇ」

　恥ずかしいのに止まらない、今にも暴発しそうな自分の局部をちらりと見ると、感覚とは裏腹にくたりと項垂れたままだった。こんなにも射精寸前に感じているのに、どうして？　理解できぬまま手を伸ばし自分で触れてみたが、わずかに芯を持つだけの状態だ。

「なん、でぇ？　出そう、なのにぃ……ぁ、出ちゃう、のにぃ……ヒィンっ」

　混乱しすぎた慎次が声をあげたその瞬間、とうとう我慢できず射精した。力なく萎んだまま性器はぴくぴくと痙攣し、白濁が先からだらしなく垂れだす。

「あ、ゃ、ゃ、ああああッ！　――なに、これぇ、やだぁ」

　勢いのない射精はだらだらと続き、絶頂感も長引く。じわじわと漏れ出す感覚は粗相をしたような羞恥心を激しく刺激し、慎次が涙ぐむと、乳首を弄っていた佐久間はふにゃんと垂れた慎次の男根の根元を握った。

「シンジ先輩、かわいい……怖がらなくてもいいよ。アルコール入ってると勃たない人、結構いるらしいから。それにしてもシンジ先輩飲みすぎだよ。弱いのにロングアイランドアイスティー自分から行くなんて、潰れたかったの？」

「へ？　だって、アイスティーだから弱いカクテルじゃ」

「めっちゃ強いカクテルだし、アイスティー一滴も入ってないし。そっか、シンジ先輩知らなくて頼んでたんだ。も～、そういうところだからね」

　そう言いながら、まだ白濁を漏らしているソレをゆるゆると扱きだす。

「え、待って、そんな……！　ぁあ、ぁふ、ああっ」

　硬く形をもって勃ちあがってはいないが、未だ射精が続く状態で刺激を与えられたら堪らない。零れた精液が滑りをよくし、ちゅくちゅくと粘った音を立て佐久間の手が上下し、やがて激しいピストンとなった。

「～～へあっ！　やめッ、イッてるか、らぁぁあああッンン！」

　身体中の筋肉が緊迫し、ギュッと縮まる。連動して高崎の指を食んでいた後孔も収縮し、指先の爪の形がわかるほど締め付けてしまう。

「ンオッ、ンンン～～～～ッ！」

　ゴリュッと音が聞こえるほどに前立腺を押し付ける事となった結果、さらなる絶頂が慎次を襲う。爪先をピンっと伸ばしたまま、内股を震わせる。あきらかに頂点を極めてしまったその様を高崎は喉の奥で笑うと、まだ痙攣している内膜をぐるりと撫でた。

「君は躰も素直なんだな……。なんて愛らしい」

　欲情を隠さない低音の囁きは耳ではなく腰に響く。佐久間と高崎に挟まれた状態で、前と後ろを同時に責め立てられ、大きすぎる快感に慎次の限界は連続して訪れた。

「ヒッ！」

　ビクンと腰を跳ねさすと、佐久間が握っていたフニャチンからまた白い涎が垂れる。

　立て続けの絶頂に、慎次は息も絶え絶えだ。仰臥した胸は大きく上下し、酸素を求め忙しなく息を吸うが、まったく足りない。酸欠で霞む目からは、ぽろぽろと生理的な涙が流れ落ちる。

「ちょっと、シンジ先輩を虐めないでください。――シンジ先輩かわいそう、泣かないで……。こんなにも物欲しそうにアナルヒクつかせてるのに、いつまでも指で嬲られちゃって……」

　王子様のような優しい微笑みを浮かべ慎次の目元にキスをして、その涙を拭う。チュッチュッと労わる様にキスされると、激しく責め立てられた相手だというのに安心してしまい、縋り付いてしまう。

「健吾、けんご、こわいよ……。おれのからだ、へんになってる」

　連続しない記憶と、どうしてこの状態なのか理解できない不安。まともに働かない思考の自分自身に恐れをなし、混乱の極みにいる。

　よくわかんないけど、ふたりに挟まれてエロ同人誌みたいなことされている。酒飲みすぎて寝落ちして、夢でも見てるのかもしれない。でも夢の割には強烈に感覚ある。ほっぺつねって痛い痛くないのレベルじゃない。

　これが『気持ち良すぎて頭バカになる』か……。エッチシーンの定番すぎるセリフの表現に改めて感動を覚えた。頭だけじゃなく躰までバカになっていく。性器を扱かれ、同時に後孔を拡張されて前立腺を弄られる。

「きもちいいの、こわい……そんなにしたら、だめぇ」

　経験したことのない極彩色の快感と状況に泣き言を漏らすと、佐久間は嬉しそうに笑い慎次の頬へキスをする。

「シンジ先輩、安心して。怖いなんて感じないようにするから」

　佐久間は唇の端にキスをすると、振り返り、慎次の腰を抱えている高崎に冷たく言い放つ。

「いい加減、場所換わってくださいよ。シンジ先輩、アンタの指じゃ足りないって」

　え？　何言ってんの？　俺そんなこと言ってないよ？　信じられない気持ちで佐久間を見上げたが、彼は涼しい顔でお構いなし。

「しかし、もっと慣らさないと大宮君の体に負担がかかる」

「アンタ、そう言いながらシンジ先輩虐めて楽しんでるじゃん。もういいだろ、最初はオレって順番決めたんだから、早く換われよ」

　苛立ち言葉遣いが荒くなった佐久間に、高崎は軽く舌打ちをしてから指を引き抜く。ずぬぬっ、と生々しく指が抜けていく。きついほどに纏わりついていた肉襞が引っ張られ、拡張されている時よりも強烈な感覚が慎次を追い詰める。

「ぉお、んぁぁぁぁッ！　やぁ、ゆび、ぬいちゃ、やぁっ」

　慎次の叫びも空しく、ローションの糸を引き高崎の指が抜かれた。ぽっかりと空いた後孔はヒクヒクと震え、桃色の内膜を晒している。

　高崎が目くばせすると佐久間は移動して場所をあけた。あっと思う間に高崎は慎次の躰を裏返して向き合う形になると、そのままゆっくり後ろに倒れ込む。高崎の上に覆いかぶさり横になると、後ろに回り込んだ佐久間が慎次の尻を突き上げるように抱えた。

「え？　な、なに？」

　体位の変換に驚き声をあげ振り返ると、佐久間は尻たぶの柔らかな皮膚にキスをして甘く溶けた声で囁く。

「大丈夫、もっと変にしてあげる」

　慎次にとって不吉すぎる宣言をすると、佐久間は避妊具のパッケージを咥え、勢いよく封を切る。あ、こういうシーン、何度か見たことある……。超カッコイイ攻め様がよくやるやつ。ヤバ、健吾、やっぱカッコイイ……。王子様系イケメンなのに獣っぽい仕草とか……オレの好きなタイプの攻め様だ……。尊い。

　明後日の方向の感動をしている慎次をよそに、佐久間は避妊具を手早く装着する。熱く昂った肉杭で慎次の尻を撫でまわし、後孔に切っ先をめり込ませた。佐久間の王子様然とした柔らかく華やかな顔立ちに似合わぬ太く逞しい剛直は、クチクチと慎次の孔へくちづけをするように軽く押し込んでは引き抜く。

　度重なるノックに後孔は勝手に蠢き、佐久間の矛先へ吸い付こうとしているようにも見えた。

「ヒンッ！　だから、へんになるの、ヤダッて、言ってるの」

　指とは違う質感と熱量に怯え頭を振ると、佐久間はぺろりと唇を舐め、うつぶせになっている慎次のうなじにくちづけた。

「シンジ先輩、大好き。大好きだから……。ごめんね」

　まったく謝罪の色など見えない、少し笑った濡れた囁きを落とす。後孔の縁がミリミリと拡がり、佐久間の楔を呑み込んでいく。

　高崎の指で解され柔らかになっていたとは言え、質量が大きすぎる。それにもかかわらず、ローションの滑りを利用し強引に挿しこまれ、慎次はシーツに爪を立て猫の様に暴れた。

「～～ぐぅっ、ぅンンン、ん、ン～～ッンァァァァッ」

　苦痛に悲鳴を上げると、佐久間は宥めるように背骨に沿って舌を這わせる。

「もうちょっと我慢して、ね？」

　優しく囁くも挿入は容赦なく、敏感な背中への愛撫は感じすぎて後孔を緩めるどころかキュンキュンと佐久間を締め付ける結果となる。

　お前、わかっててワザとやってるだろ！　文句を言いたくて口を開けても、いやらしい喘ぎ声しか出すことができない。額に汗をにじませ、何とかしてアナルを緩ませようと努力したが、呼吸をするのに精いっぱいで慎次は目を白黒させる。

「うっ、ぅぅぅンッ……っあ」

　縁は切れる寸前にまでに拡げられ痛みに呻き声を漏らすと、向かい合い抱き合う形になっていた高崎が背中を撫で宥めてくれた。

「大丈夫だよ、彼も君を大切にしているからね。それほど無体なことはしないだろう」

　ヨシヨシと後頭部を撫でられ、その合間にバードキスを繰り返す。チュッチュッとリップ音をたてキスをしていると、ほわほわとした心地よさに満たされ、緊張に強張る躰が解れていく。

　高崎にキスされて慎次の躰がフニャリと緩むたびに、佐久間はじりじりと侵入し、それを繰り返すうちにやっと佐久間の嵩張った亀頭を収めることができた。ようやく括れた緩衝地帯に到達したことを体感し、ホッと息を吐いた瞬間。佐久間はその隙を見過ごすことなく、ガチガチの逸物をすかさず奥へと押し込んだ。

「ヒァァァッ！」

　衝撃に慎次は仰け反りビクビクと背中を震えさせる。ひと息に突き挿されたソレは、高崎の指で散々にいじめられた前立腺を押し付け通過し、亀頭の返しを引っ掛けるようにして止まった。

「やぁやぁ、あぁっ、やぁだぁぁ」

　許容量を超えた太い肉杭は、隘路を無理矢理こじ開け収まっている。隆々と盛り上がった瘤のような血管ひとつひとつが、まだ初心な内膜に纏わり付いて肉襞を捲りあげた。

　内臓を圧する暴挙にもかかわらず、慎次が感じるのは強い圧迫感とそれを打ち消すほどの強烈な快楽。覚えたばかりの前立腺から受け取る刺激に訳もわからず身悶えると、その振動が新たな快感を生んで脳を揺さぶる。

　痛みと快感が混ざり合い、混乱で目元には涙が滲んできた。嫌々とむずかり、子供の様にしゃくりあげながらも快楽に喘ぐ。

　すると高崎が手を伸ばし、汗で額に張り付いた慎次の前髪を払い頬を撫でた。

「他人が君を抱く姿など見たくないと思っていたが」

　うわ言のように呟くと、舌を出し喘いでいた慎次の唇の端に軽くくちづけ、零れた涎を舐めとる。

「想像以上に……クルな」

　一瞬にして耳を犯される。そんな低く重い声を埋め込まれ、慎次の耳殻が赤く染まっていく。

「ふぁ……ッ、ンフ」

　ゾクゾクした甘い痺れに鼻を鳴らすと高崎は慎次の顎を片手で優しく支えて柔らかに微笑み、そのままくちづける。苦痛に強張る唇を軽く吸いつつ甘く噛まれると、ぞくんと腰が痺れた。「あっ」と吐息を漏らせば自然と口が開き、喘ぐためにはみ出した赤い舌先を緩く吸い上げられた。

「ン、ム……んぅ」

　柔らかに始まったくちづけは、すぐに深いものへと変わっていく。くちゅりくちゅりとゆっくり丁寧に歯列を辿り、頬の裏を擦る。舌を絡め、ジュっと吸い取っては甘く食み、そのまま高崎の口腔内に誘い込む。おどおどと侵入する慎次の舌を軽く噛んで刺激し、見よう見真似なぎこちない慎次のディープキスを褒めるように、高崎は慎次の舌を口全体で愛撫する。

　口の中、どこもかしこも気持ちいい。佐久間の激しいキスとは違う、高崎の濃厚で官能的なくちづけに慎次は夢中になってしまう。腕を伸ばして高崎へ縋り付き、懸命に舌を使いキスをしていると、無意識のうちにキュンキュンと下腹がうずいてキュッと後孔が締まる。すると佐久間がくぐもった息を吐き、キスを妨害するように慎次の躰を後ろへ引き寄せた。

「～～ぁんっ」

　銀色の糸を引き、高崎の唇が離れる。慎次は惜しむように舌を伸ばすと、佐久間は慎次の顎を掴み無理矢理自分の方へ向かせる。

「は。……オレに突っ込まれながら他の男のキスで気持ち良くなってケツ締めるって、どんだけドスケベな躰してんの？」

「ンッ、ちがぅ、ぁア、ンンッ」

「違わないって、初めてなのに乳首は性感帯だしケツで良くなって腰振ってるし。シンジ先輩の躰は完全に男に抱かれる躰だよね」

「オッ、ぁふ、そんなこと、いうなぁ、ァン」

　眉根を寄せて辱めの言葉を否定しながらも、目はとろんと潤み絶えず善がっている。

　確かに慎次は腐男子として、男同士のセックスに並々ならぬ興味と理解と知識がある。ＢＬ本で濃い性描写に「シコイ、シコすぎる」と喜んでいるが、誓ってソレで抜いたことはない。敬愛する作家様の生み出した神シーンへそんな不敬な真似はできない。あくまでも心のおちんちんを勃起させるためのものだ。それにどちらかと言うと攻め目線で受けちゃん可愛いって読んでたし、実体での性的趣向は異性が対象で、もっと言うならわかりやすくロリ顔巨乳のグラドルをオカズに致していたわけで……。

　頭の中で散々言い訳を並べていても、躰は完全に悦んでいると自分でもわかるだけに苦しい。

「つうか、俺はぁ、無機物でいたいのぉ！」

　偽らざる本音を叫べども、佐久間には通じない。

「ムキブツってなに？　ねぇ、それよりも……。シンジ先輩を女の子にしちゃってもいい？」

「話、聞けよぉ～！　女の子じゃなくて壁か天井ぉ～～ぁんっ」

「よくわかんないけど、まぁとりあえず――女の子になろうね」

　ハイともイイエとも答える隙も与えず、佐久間はひどく優しく微笑むと、慎次の躰を落とし込みながら腰を突き上げる。

「ァヒィッ！　あ、あ、ゥッ、ンッ、あ、あ」

　これ以上拡がらないと思っていた粘膜は伸び縮みを繰り返し、少しずつ余裕を生み出して佐久間の鉾を受け入れる。慎次は意味のない母音を漏らしながら高崎の肩にしがみつき、うっすらと汗を滲ませた背をくねらす。中心を貫かれのたうち回るさまはひどく淫靡で、佐久間は熱っぽい息を吐きだし笑う。

「ヤベ……シンジ先輩、エロすぎる……。そんなおねだり見せられて、手加減なんかできねぇって」

　喉の奥で笑うと、佐久間は慎次の腰を強く掴み、抽挿を始めた。

　緩やかだったのは最初の二往復程度で、それからは速度を上げ荒々しいものとなる。大量に仕込まれたローションを掻き混ぜ、肉鉾は慎次の胎を蹂躙する。

　激しいピストンは肉襞をゴリゴリと削り、慎次の肌がさざめき立つ。昨日まで存在すら意識していなかった前立腺は擦られすぎて、腹の上からでもその場所が知覚できるほど責め立てられる。

「アッ、あ、ン、ンフ、けんごぉ、ン、これなにぃ」

　高崎の首筋に頬を擦り付け嬌声をあげ、腰を揺らす。ＢＬ本で見知っていたとはいえ、アナルセックスがこれほどに凄まじいものとは思っていなかった。慎次は身の中を暴れまわる佐久間の杭に操られ、躰が跳ねた。

「あ、なんで、こんなの知らなかったのに、～～ッ、やぁ、あ。健吾ぉ、コレ、すごいょぉ」

　我知らず勝手に躰は震え、さらなる刺激を強請ってしまう。自分の躰なのにコントロールが効かず、無意識のうちに腰が揺れる。

　ぱちゅんぱちゅんと粘った音が響く。尻を高く上げ、獣じみた恥ずかしい姿で後から突かれ善がる。快楽が身体中の神経を麻痺させ、膝はガクガクと震え今にも崩れそうだ。

　その時、目の端に自分を凝視する高崎の姿が映る。高崎は怖いくらい真剣なまなざしで慎次の痴態を見つめていた。

　高崎さんに、見られている。そう思った瞬間、忘れていた羞恥心がよみがえる。

　恥ずかしさのあまり身体中の筋肉がギュッと縮こまる。表面だけではなく躰の深部も収縮し、後腔で食んでいた佐久間の剛直を強く絞めつけた。

「～～ぁひゃッ！　ぉあああああッ」

　佐久間の細部までを体感できるほどの収縮は、慎次自身を追い詰めた。後頭部を殴りつける暴力的な高まりに身悶え、手の甲に血管を浮かばせ高崎の肩に爪を立てる。強すぎる感覚に背を丸め震えやり過ごそうとすると、慎次の手に高崎の手が重ねられた。

　高崎の存在を強く感じると、慎次は急に身も世もなく恥ずかしくなり、ボロボロと涙を零し高崎に縋り付いた。

「ぁ、はずかし、こんな、ンンッ、高崎さぁン、見ないでぇ」

　慎次が嫌々と頭を振ると、高崎は愛しそうに慎次の頭を撫で、その頬にキスをする。高崎に涙があふれる目元を舐められると、恥ずかしさは消えなかったが妙に安堵し、慎次は甘えた声で高崎の名を呼びながら彼に鼻先を擦り付けていた。

「やぁだぁ、も、はずかしぃの、見ちゃヤダ」

「なぜ？　とてもかわいいよ？　もっと見せてごらん」

　恋人同士の蜜事の様な囁きにふぅと色めいた吐息を零すと、それまで背を撫でていた高崎の手が慎次の萎れた茎を柔らかく触れる。

「ほら、君のかわいらしい姿に、私もこんなに興奮してる」

　高崎の硬くなったペニスを添えられ、一纏めに握り込まれた。

「高崎さんの、あ、ァつぅい、ぁツ、ィよぉ」

　熱を放つ剛直と自分のフニャチンを擦り合わせながら扱かれ、あまりにもダイレクトな感触に身悶える。知ったばかりの前立腺への快感もいいが、慣れ親しんだペニスの快感はわかりやすく安心できる。

　あまりにも未知な体験の中にみつけた既知に安堵すると、少しだけ自分の状況を顧みる余裕が生まれた。

　背中から佐久間に責め立てられ、正面からは高崎に愛撫されている。彼らの間に自分が挟まれていると気付くと、慎次の爛れた脳みそは考えなくていいことを考え出した。

　え？　今まさに上が健吾で下が高崎さんだよね？　これって、俺が空気だったらふたりで抱き合っちゃってるって事？　もうこれ、実質ふたりのセックスじゃん……。健吾と高崎さんの攻め×攻めセックスなんて……エロすぎて、無理。

　感動で胸がいっぱいになり、佐久間と高崎のセックスという圧倒的パワーワードに身体中が歓喜に震えた。

「ウッ、は、ぁ……吸いつくされそゥ」

　突然の締め付けに、それまで気持ちよさそうに腰を振っていた佐久間が見下ろすと、慎次は頬を染め、幸せそうな笑みを浮かべていた。

　バードキスをされペニスを扱かれながら、うっとりと微笑む慎次の姿に佐久間は小さく舌打ちをする。スッと目を細めて唇を舐めると、身を倒して慎次の背中に覆いかぶさる。

「シンジ先輩、突っ込まれながら善がるやらしい顔を見られて、感じてるの？」

　ねっとりと甚振る様な甘い声を耳元に吹き込み、挿入を深くする。

「～～ァヒッ！　オ、オ、オォ」

　自分の妄想で快感をレベルアップさせていたとは答えられず、慎次が苦しそうに呻くと、佐久間は慎次の耳朶を甘噛みし仄暗い微笑みを浮かべた。

「ねぇ、オレに掘られてアンアン啼いちゃってるシンジ先輩のドエロいトコ、いっぱい見てもらおうよ」

　そう言うと、佐久間は高崎の手を振り払うように慎次の躰を持ち上げ、突き挿したままの状態で体位を変える。胡坐をかいだ佐久間の膝の上に慎次を乗せ、そして勢いよく落とした。

「～～んああああっ！」

　それまで拓かれていない場所が体重の力で抉じ開けられる。胎の奥、佐久間の矛先にグッと内臓を持ち上げられ、その圧で口から空気が押し出された。

　ケフッ。弱々しく息を吐くと、慎次の力なく萎れたペニスは精液をチョロチョロと漏らす。イッてしまったのか？　自覚の薄い吐精に慎次がぼんやりと項垂れていると、佐久間はハァと色めいた呼吸をしながら慎次の足をＭ字開脚の形に抱え直す。

「シンジ先輩のココ、オレのペニスめっちゃ美味そうに食ってるの、わかる？」

　足を大きく開いたまま慎次の躰が持ち上げられる。ずぬっと粘着質な音を漏らしながらわずかに引き抜かれると、慎次のアナルはピンクの粘膜を晒して佐久間の男根にすがりついていた。

「ぬいちゃやぁッ、ぬかないれぇ」

　腸壁を引っ張られ、慎次は痺れるような快楽にあられもなく叫ぶ。ビリビリと止まらない快感は波のようにうねり、慎次の思考を蕩かせる。男根を抜かれまいと涙で目元を赤く染め、髪を振り乱し強請る姿は淫靡この上ない。

　しかし慎次のお願いを嘲笑うように佐久間はゆるゆると半ばまで突いてから、再び亀頭が抜けるギリギリまで引く。

「ぃャぁあああああああッ！　ぬかないでってぇゆったぁ」

　大きな衝撃と喪失に伴う快楽に慎次が悲鳴を上げる。捲れ引き延ばされた縁は挿入時の苦痛よりも、内壁を嬲られる快感を惜しみヒクついている。否応なく体感させられる自身の変化に恐れながらも、慎次は背を丸め内股を痙攣させて喘ぎ、抜かないで抜かないでと淫らに懇願した。

「いいよ、もっとあげる」

　そのお願いに応え、佐久間は抜けかけたペニスを挿入し、小刻みに揺すりだす。

「んっんっんっ、あ、ぁウッ、ンッ」

　揺れに合わせ、慎次の口からは甘ったるい喘ぎが零れる。ゴツゴツとした佐久間の男根は慎次の胎を余すことなく満たす。わずかな振動でも肉襞を削られ、勝手に快感が湧き上がる。

　後ろから貫かれ貪られる、獣じみたセックスなのに気持ち良くてたまらない。慎次は半開きの口から涎を垂らし、喘ぎ続けた。

　自然と腰が揺れ、抽挿に合わせて胎の奥がキュウキュウと蠢き、佐久間のペニスに吸い付く。意識などしていないのに、躰が全力で佐久間を欲しがり媚びている。

「あ～もう、エッロ……。何でそんなにエロかわいいの？　もっと虐めたくなっちゃうじゃん」

　獣じみた笑みを浮かべて唇を舐めると、佐久間は慎次の耳をしゃぶり低く囁く。

「そろそろ処女、捨てよっか」

　すでにケツに突っ込まれてアンアンらめぇ状態なのに、今更捨てる処女なんてあるのかよ？　慎次の頭にどこか冷静なツッコミが浮かんだが、口に出す間もなくその意味を身をもって理解させられる。

　軽く抱きあげられ、ペニスが半分まで引き抜かれる。また深いストロークが来るのかと身構えた瞬間、ドチュンと音と共に佐久間の下生えが尻にあたった。その感覚にこれまでの挿入がすべてではなかったことを知る。

　ズチュゥ――今まで行き止まりだと思っていた場所が抉じ開けられる音がする。

「～～ヲ、ゴッ」

　濁った音が口から押し出されると、半開きの唇から舌がはみ出し、戻らぬまま痙攣する。ズンと奥の壁を叩かれると、射精感とは違う、それまでにない重い絶頂感に満たされた。

「～～～～～～～ぁッ！　ひあっ、ああああああああ！」

　昇天なんて生易しいものではない、墜落するような急激な浮遊感に襲われ慎次は仰け反り、そのまま固まると、半勃ちの性器から薄くなった精液が力なく吐き出された。

　遠くへ飛ぶことのなかった精液は、裏筋を伝い、蟻の門渡りを舐めながら佐久間と繋がる場所をジワリと濡らす。

「ぁ、ふ……ぁ、ぁ」

　アナルから漏れ出たローションとそれが混じる些細な感覚に、慎次の肌が粟立つ。佐久間は背中の皮膚をぺろりと舐め、クスクスとさざめくように笑い声を零した。

「シンジの処女膜、オレがブチ破っちゃった」

　いつの間にか呼び捨てとなった佐久間の声は、甘くも雄の凄みを含んでいる。その声を聴き、慎次はようやく抉じ開けられた処女膜について知る。あ、コレってハードめのエロ同人誌でやってるＳ字結腸開通ってこと？　そう気づいたと同時に、後ろの佐久間が慎次の耳朶へ歯をたて、囁く。

「シンジ、完全に女の子になっちゃったね」

　佐久間は小刻みに内壁を突きだす。極太の男根は行き来をするたびにボコボコと浮き出た血管で前立腺を削っていく。それだけでも堪らなく気持ちがイイのに、同時に切っ先が内壁を隔てて精嚢をトントンとリズミカルに打つ。落下する浮遊感は止まらず、絶頂は持続したまま。

　狂いそうな悦楽に、慎次の躰と頭の箍がついに外れた。

「イクイクんぁ、イクゥ、ァ、アハ。イキっぱなし、ンンぅぁ、きもちいぃ、きもちぃおしりイイよぉ」

　淫猥な言葉を自ら発すると羞恥心に苛まれ、それがますます快感を高める。

　吹っ切れてしまえば、腐男子ゆえ理解は早い。いわゆる快楽堕ちという状況に自分がなってしまった以上、高潔な受けちゃんの如く「クッ殺せ」と唇を噛んでも仕方がない。

　ふたりとも優しいし、イケメンだし、悪い人間ではない。三人でセックスしてるけど、こんなに気持ちいいのだから、これは良いことなのだ。――だったら問題ない。

　慎次は蕩けた顔で唇を舐め、快感を拒むことなく受け入れる。胎の中は勝手に蠢き佐久間の熱い肉杭をしゃぶりだす。

「～～ッン、ぁ、シンジのナカ、悦すぎ」

「オッオッ、～～んぁ、ひ、～～ッおんなのこイキしちゃってる、ぉ、オァ、あ、あ、ナカイキでメスになるンンッ」

　もはや四肢は言うことを聞かず、強張りビクビクと痙攣している。佐久間にもたれて腰だけを揺らめかせると、ぐぽぐぽといやらしい音が胎の中から聞こえてくる。その恥ずかしい音に負けぬよう、慎次は悩ましく眉を寄せ啼き声をあげた。

「すご、ォオ、ぅぅ、ナカイキとまんないンァアッ、とまってよぉ、ィっぱいすぎるぅ」

　暴力的に突き上げられ苦しいはずなのに、色濃い快楽が苦痛を上書きする。拒絶の言葉もどこか甘えた色合いとなり、強請るよりも淫靡な声音になっていた。

　後ろから佐久間に抱きしめられ善がり懇願していると、仰け反り無防備になった慎次の胸元に高崎は手を重ねた。

「そろそろ、終わりにしてあげたらどうだ？」

　高崎の手はそろりと慎次の胸板を撫で、薄紅に色づく乳輪に達する。親指の先で乳輪の縁を一周すると、ボタンを押すように乳首を圧し潰した。

　痛みと快感に短く叫ぶと、胎の奥がギュッと縮まる。すると、後ろの佐久間が苦しげに呻いて突き上げを一瞬停止した。

「ちょっ……もって、かれる」

　佐久間の反応を確認すると、高崎は薄く笑い、親指の腹で乳首を潰しながら捏ねまわす。グリグリと潰される乳首に連動して慎次の胎内は収縮し、きゅうきゅうと佐久間の男根に吸い付く。慎次が意識しなくとも躰の奥は勝手に蠢き、硬い肉棒を喜んで呑み込んでは上手そうに嘗め回していた。

　高崎に乳首を弄られ、この上はないと思っていた愉悦のレベルを軽く上げられる。胎の中の肉杭は熱を上げ、硬く膨張すると、感電にも似た衝撃に大きく口を開けて慎次は掠れた悲鳴を上げた。

「ぁあああっ、～～～～ィィィっ、ンンぅ！」

「～～ゥンッ、っ……ん」

　ひどく色っぽい声を息とともに吐きながら、佐久間の背中は小刻みに震える。薄い皮膜越しに熱が放散されると、その熱を感じて慎次のペニスはコプコプと出涸らしのような精液を吐きだした。

　佐久間はふぅふぅと息継ぎをしながら、まだ残る蓄熱を漉す様に何度か抜き差しをしてからゆっくりと後退する。ずぬろろろ、ちゅぷん。――いやらしい音をたてて引き抜かれると、後孔はぽっかりと口を開けてひくつき、ぬめったローションで輝く赤い粘膜を晒した。

　トロトロに溶けた内膜は物寂しく収縮を繰り返し、もの言いたげにパクパクと開閉して佐久間の不在を寂しがる。

　まだ息も荒い佐久間は、半ば意識を失いかけている慎次の躰をベッドに寝かすと、名残惜しく頬に何度もくちづけた。

「それでは、交代だな」

　にこやかにそう言うと高崎は佐久間を追い払い、さっきまで彼が口づけていた反対側の頬に優しくキスをして慎次の顔を撫でる。

「たかさき、さん？」

「あぁ、私だよ」

　茫洋と名を呼ぶ慎次に微笑みかけ、耳元に唇を寄せた。

「初めてなのに、よく頑張ったね。いい子だ、慎次」

　耳の中に吹き込まれる低く甘い声と吐息に、治まりつつあった愉悦の波がさざめく。ぞわぞわとした甘やかな痺れに首を竦めると、高崎は慎次の耳朶を甘く噛み、ひそやかに笑いサイドボードに手を伸ばした。

「喉は渇いていないかい？　水をあげよう」

「み、ず……」

　急に喉の渇きを思い出し掠れた声で復唱すると、高崎は慎次の躰を支えながら抱き起こし、ミネラルウォーターのボトルキャップを回した。キャップを外してくれるなんてありがたい。感謝しつつ身を起こし、慎次がボトルへ手を伸ばすと、高崎はにこりと笑ってボトルの水をあおった。

　あれ？　水もらえるんじゃなかったの？　首を傾げ高崎を見ていると、スッと顎を掬われ、不意にくちづけられる。え？　と思う間に半開きの唇の合間へ舌が挿し込まれ、口内に水が送り込まれた。生温い水はひどく甘い。

　おいしい。中途半端な水分はさらなる渇きを呼び覚ます。プリミティブな欲求に突き動かされ、慎次は水を求めて高崎の首に腕を回し自らくちづけをした。

　薄く開く高崎の唇に舌をねじ込み、水の気配を探る。わずかに残っている水を求めて高崎の口内を舌先で舐めると、その舌を彼にジュっと吸い取られる。舌を引っ張られる刺激に慎次は鼻を鳴らす。

　水分が欲しいのに、何でこんないじわるするの？　恨めしい気持ちで高崎の口内を探り彼の唾液を啜るが、渇きを解消するには物足りない。

「もっと、ください」

　その言葉がどう捉えられるかなど考える間もなく、素直に強請る。はふはふと赤い舌を出して欲しがる慎次の姿に、高崎は息を呑み、そして笑った。

「あぁ、たくさんあげよう」

　高崎が口に水を含むと、慎次はその唇にしゃぶりついた。猫がミルクを舐めるようにぺちゃぺちゃと音を鳴らして水を啜ると、潤い以上に甘い何かが躰へ沁みていく。両手で耳を塞ぐようにして頭を固定され、濡れたリップ音が頭蓋に響き頭の奥を犯される。上顎の溝をひとつひとつ辿るねっとりとした舌遣いに喘がされ、送り込まれる甘い唾液を咽ながら飲み干す。舌を吸われ、反撃とばかりに吸い返すと、迎え入れた舌先に喉奥を蹂躙され息苦しさと快感で涙ぐむ。経験不足の慎次が高崎の舌技と対等に渡り合えるわけもなく、ただ翻弄され嬲られている。

　高崎と舌を絡め合うほど、ゾクゾクと背中が震え胎の奥が疼いた。さっきまで佐久間の肉棒を食んでいた内壁が切なくざわつき、自然と腰が揺れてしまう。

　足りない、足りない。飢餓感ばかり煽られて、慎次は躰を捩る。高崎の太腿に乗り上げて自ら腰を押し付け、柔らかいままの性器を擦り慰める。少しずつ熱を帯びて芯を持ち、はしたなくもカウパーを零し高崎の太腿を汚していた。

　膝に跨り腰を振る慎次が何を欲しているのかわかりそうなものの、高崎はくちづけに応じるだけで抱き寄せすらしない。慎次は甘えるように素肌を摺り寄せ、高崎の体温を感じることで高まる欲求を訴えた。

「たかさきさン、たかさきさぁん」

　キスを振りほどき媚びた声で名を呼ぶと、彼は目を細めるだけで何も答えず再び唇を寄せる。くちづけの合間、眉根を寄せ途切れ途切れ苦しく名を喘ぎ、悶える。高崎の腿は慎次のカウパーでぬめり、てらてらと輝くほどに。

「やぁ、～～ッ、ン、たかさきさぁん、ゥンン、たかさき、さぁん」

「慎次、欲しいものがあったら具体的に言いなさい。そうしないと何が欲しいのかわからないよ？」

　仕事の時と変わらぬ落ち着いた、それでもどこか熱っぽさを潜ませた声で耳元に囁かれ、慎次は肩を竦める。

　さっきからエッチな意地悪をされまくって、焦らされて。怒って突き放したいのに、テクニカルなキスで煽られた躰は、彼の意地悪を欲してしまう。

　ちゃんとおねだりしたら、もっと気持ちいいことしてくれるのかな。思考がビッチな受けちゃんそのものになっていたが、慎次の中では辱めに抗うべき常識などすっかり蕩けてしまった。

「ッぅ、ぁン……。お腹のなか、さびしくて、たまらなぃです……。ぅあっ、健吾がしたみたいに、かきまぜて、いっぱいにして、ほしいから……。高崎さんのいれて、ください」

　今まで読んだ薄い本がこんな時に役立つなんて思わなかったよ……。

　一番シコかった受けちゃんがおねだりをした姿を思い浮かべ、慎次は上目づかいで高崎を見つめ、自分の指で後孔をくぱりと開いて見せた。すると高崎は少し驚いたように片眉をあげ、口を歪める。

「そんなおねだり、どこで覚えてきたんだ？」

「えっ……とぉ……」

　気持ち良くてふわふわだった頭が一気に冷えてくる。ＢＬ同人誌でたくさん学習しました！　なんて答えられるわけない。慎次はやりすぎちゃった一連の言動と動作を深く反省し、引きつった愛想笑いを浮かべ高崎を見る。

　すると彼はにやりと笑い、慎次の薄い腹をくるりと撫でた。

「ヒャンっ！」

「まったく……。追々問い質すしかないようだな」

　皮膚の下にある内臓の様子を確かめるように、恥骨の真上を指先でトントンと軽く叩く。わずかな振動なのに、その刺激にすら悶える。キュッと内股が引きつり、つられて後孔を引き締めると、ますます胎の奥がうずいた。

「やぅ、～～ッ、ソレェ、や、ぁン」

　ゆらゆらと頭を振って嫌がっても、高崎の指が刻むリズムは変わらない。トントンと規則正しいリズムを取りながら下腹を上がっていく。真下にある、まだ何も挿れられていない内臓が弾けるほど満たされていた瞬間を思い出し、空腹であることが耐えられなくなる。

「も、いれ、てぇ、～～ッ、いじわる、やだぁぁ」

　半べそで喘ぎながら、自らの指で開いているアナルをさらに開く。それでも高崎はにこりと笑うだけ。ドＳすぎる焦らしに堪らず、助けを求めた。

「あぅ、けんごぉ、たすけてぇ」

　ベッドに腰掛け、面白くなさそうに水を飲んでいた佐久間の名を呼ぶと、彼はすぐににじり寄り、満面の笑みで慎次の手を取り指先へくちづける。

「おっさん、勃たなくて恥かきそうなら、オレが代わってやるよ」

　挑発的なセリフと鋭い視線にも高崎は冷笑を浮かべ、慎次のペニスを強く握るとカウパーを垂らす割れ目に爪を立てた。

「ヒィンッ！」

「こんな時に違う男の名を呼んではいけないよ。――もっと泣かせたくなってしまう」

　グリリと尿道口をほじられ、痛みと共に強烈な快感が迫り上がる。咄嗟に腰を引くと、そのまま高崎の方へ引き寄せられ、緩んだアナルに切っ先を突きつけられた。

「――さて、どこまで挿れて欲しいのかな？」

　軽くキスをするようにローションで濡れた亀頭が表面を滑り、徐にクプリと先端をめり込ませる。

「～～ンゥッ！」

　期待に喉を鳴らしたが、高崎はそれ以上動かずに笑顔で慎次を見ている。慎次は高崎の上に跨ったまま、どうしていいかわからず視線を泳がせると、高崎は目を細め慎次の下腹を撫でた。グイっと腹を押さえられ、慎次の薄い腹の肉に指が沈むほど強いマッサージが始まった。

　グニグニと腹の肉が押されるたび、皮膚の下の内臓が連動するように動く。せつなく震える内部器官は確かなものを欲しがり、キュンキュンと震えている。自身の胎内の蠕動さえも飢えを煽る刺激となって、堪らず慎次は高崎に哀願した。

「ここ、ここまで、挿れて、ください……奥まで、欲しいの！」

　慎次は自分の手で下腹部がへこむほど押さえながら、自ら腰を振って中途半端に先端を突き挿した高崎のペニスを揺さぶる。小刻みに揺することで、慎次のアナルはゆっくりと肉棒を受け入れていく。

　高崎のペニスは佐久間よりもやや細く、それもあってか苦痛も少ない。ぐぷん、と太いところを飲み込んでしまえば、あとはそれほど苦もなく気持ちのいい場所まで辿り着ける。覚えたての方程式を実行しようと、慎次は慎重に腰を落とす。

「～～ッ、ぁはッ、あッ、ぁぁンッ」

　嵩張った亀頭をズッポリと納めてしまうと、荒い息をしながらずぶずぶと肉杭を胎に埋め込んだ。

「こら、はしたないぞ」

　パシンと尻たぶを軽く叩かれ、その痛みと振動が強い快感となって慎次の脳を揺さぶる。

「あひっ！」

　はしたないと言われても止められず、小さな悲鳴をあげたが腰は物欲しげに揺れ、ますます高崎の雄を招き入れしゃぶりついてしまう。

　緩んでいたとは言え後孔の縁を引っ張られ、まだ慣れない拡張される違和感に背をしならせた。それでも快感を待つ慎次の躰は逃げることなく、逆に腰を押し付け、猫の様に喉を鳴らしながら自ら肉杭を招き入れる。

「自分から挿入するとは……行儀が悪い」

　口先では叱ったが、高崎は動かずに慎次のしたいようにさせている。躰を捩り腰をくねらせ、背中を震わす。膝立ちで高崎に跨り、自ら内臓へ焼けるように熱い楔をじりじりと突き立てた。

「ちゃんと挿ったようだね。さて――どこがいいのか、私にはわからない。自分で動いて、申告しなさい」

「は、はいッ、～～ぁ、ふ、ゥご、うごきます」

　強く眉根を寄せながら腰を下げ、高崎の切っ先はようやく前立腺に到達する。慎次は腰を振って自らのイイところに当てようとするも、表面を掠めるだけ。強い刺激は受け取れないが、浅い快感がジワジワと拡がっていく。物足りなく感じるものの、強烈さがない分ぬるま湯にも似て、これはこれでとても気持ちが良い。

「たか、さきさぁン、ココ、きもちイイ、スゴク、ぃイイッ、いいよぉ」

　至近距離で高崎に見つめられながら慎次はだらしなく口を半開きにして喘ぎ、高崎のペニスを使っての自慰にも似たセックスにのめり込む。

　ヒンヒンと啼き声を漏らしゆるゆると腰を揺らしていると、胎の中はヒクヒクといやらしく緊張と弛緩を繰り返し、止まらない。震える慎次の肉筒は高崎の杭を食み、意図せずより深みへ嵌っていく。

「～～ッ、ん……ぅ、じょうず、だ。もっと、自分のイイところを工夫して擦ってごらん」

　高崎は口から艶やかな吐息を零し、慎次の淫らなダンスを褒める。時折苦しそうに眉を寄せて悦楽に耐えつつ慎次の腿を撫でて励ます、その色香溢れる高崎の応援に慎次はますます快楽へと染まった。

「ァハ、ッ……ここ、コレ、ィイ、イイ」

　緩やかだった快感は加速し、腰の動きだけでなく、心持ちも大胆なものへと変化していく。がばりと足をＭ字に開いて深い屈伸ができる体勢を取り、足の力を使って腰を落とし込んでグラインドさせる。高崎の切っ先を前立腺に押し付けると、感電にも似た恍惚が背筋を駆け上り、慎次は夢中でそれを求めた。

「シンジ、キマっちゃって、ドロドロじゃん。……すげぇカワイイ」

　高崎の腹に手をつき、淫らなダンスを披露する。髪を振り乱して善がる慎次に、佐久間は優しく首筋を撫で、頬に唇を這わす。柔らかに誘導され彼へと顔を向け、キスに応じた。

　佐久間の肉厚な舌は口腔内全部を侵略するように這いまわり、慄く慎次の舌を絡めとるとジュッと音を立て強く吸い取られる。荒々しく強引なくちづけは、喘ぎだけでなく肺の中の空気まで吸い取り、酸欠で頭がくらくらする。呼吸困難で苦しいはずなのに躰は快楽ばかりを拾い上げ、キリがない。慎次は腰を振りながらも、佐久間の舌に自分の舌を絡めあわせる弱々しい反撃を試みてはさらに追い立てられる、くちづけの鬼ごっこに淫していた。

　激しいくちづけの合間に薄く目を開けると、先程まで慎次に突き立てられていた佐久間のペニスが見えた。大量に精を放って間がないはずのソレは、再び鎌首を持ち上げている。赤黒い血管が痛々しいほどに浮き上がる様を見て、慎次は高揚感に目を細めた。

　佐久間とくちづけを交わしながら、手を伸ばして彼のペニスに触れてみる。思った以上に硬く、熱を籠もらせビクビクと脈打つ。何だかひどく愛しいものに思え、先端に指を這わせて割れ目をほじるように撫でると、佐久間は低く呻いてわずかに腰を引いた。

「んっ、シンジ……ぁっ、それ、いまはヤバイって」

　自分を責め立てていた時には余裕そうに見えていた佐久間の声が、やや掠れて焦った色合いになった。健吾が可愛い声出してる。慎次の保護欲が高まり、佐久間の苦しそうにひくつくペニスをどうにかせねばと謎のやる気が満ちてきた。

「健吾もぉ、イイコイイコ、してあげる」

　先端に滲むカウパーを指先で掬い、指先についたそれを塗り広げながら扱く。滑りを利用した愛撫は良かったようで、ぬちゃぬちゃと音を立てて擦ると、佐久間はぐるぐる喉を鳴らして悦んだ。

「健吾、きもちイイ？」

「んぅ、ッ……うん、すっげぇ、イイよ」

　チュッチュッとキスをしながら手を動かし、佐久間のペニスを可愛がる。そうする間にも腰の動きを止めることなく、揺らめかせ高崎の肉杭と戯れることも忘れなかった。

　忙しなく享楽を追いかける慎次の首筋に、飲み込みきれなかった唾液が伝う。佐久間は指先で拭い、お返しとばかりにその濡れた指で慎次の乳首を捻りあげる。

「～～ンンッ！」

　ビリリと痛みを伴う快感に、内股を強張らせた。胎の中がキュッと締まって、よりリアルな高崎の形を感じ、あまりの良さに慄き思わず腰を引いてしまった。

「ふ、ぁッ」

　ズニュウ、高崎の鉾が音を立てて慎次から抜け出した。急激な喪失感に慎次のアナルはキュウキュウと収縮し、熱い肉棒を恋しがっている。

「駄目だぞ、ちゃんと咥え込まないと」

　高崎は苦笑いをして慎次を叱ったが、濡れそぼったペニスを慎次のペニスに擦り付けながらの言葉が快楽に酔う慎次の耳に届くわけもなかった。

　目に入ったスキン越しの高崎のペニスが、妙によそよそしく思えてくる。さっき胎の中に感じた生々しさよりも、もっと先があることに気付いてしまうと、もう我慢なんてできない。この薄い皮膜さえなければ、遮られることなく高崎を感じられる。もっと彼の熱を感じたい。そんな情動が抑えられず、慎次は高崎のペニスへ手を伸ばした。

「高崎さぁン、コレ、なきゃ、ダメですか？」

　叱責の最中だというのに蕩けた声で尋ねる慎次に、高崎はどこか嗜虐的な表情で笑う。

「どうして、そんなことを聞くんだ？」

　裏筋に沿って高崎のペニスが擦りあげられる。ヒャンと情けない悲鳴を上げると、先程まで乳首を弄っていた佐久間が、慎次の耳朶に齧りつき、耳の穴に舌を滑り込ませた。

「ねぇ、ゴムなかったら、中出しされちゃうよ？　そんなのダメでしょ？」

　ぐちゅぐちゅと耳の中を嘗め回す音は、ダイレクトに脳髄に響き、佐久間に胎の奥を責めたてられた感覚がよみがえる。コレがなかったら、あの熱さは直接内臓に叩きつけられる。想像しただけで、内膜が蠢動した。

「ぁ、ゃあン、なくてイイ、ナカに欲しい、から……ダメ？」

「ええ～～!?　中出ししてもいいなら、オレもさっきしたかった！」

　憤慨しながらも佐久間の声は弾み、慎次の顔中にキスをする。

「ヤベ、さっきまで処女だったのに中出し希望とか、めちゃくちゃやらしい。シンジかわいすぎて、マジどうにかなりそう……」

　佐久間にキスされながらも、慎次は中腰でアナルからトロトロと滴るローションを高崎の腿に擦り付けおねだりすると、彼はにやりと笑い、自ら避妊具を外した。

「仕方がない子だな……。さぁ、来なさい」

　遮るものがなくなった亀頭はカウパーでテラテラと輝いている。慎次は感嘆のため息を漏らしてさっそく先端にアナルをあてがった。皮膜越しでは感じられなかった熱量に、慎次の期待は高まる。切っ先に何度も擦り付けて直接触れる感触を楽しんでいると、高崎は苛立ったかのように眉根を寄せ、ぐにゅりと先端をめり込ませた。

「～～ぁヒッ！」

「聞こえなかったのか？　早く、来なさい」

「はぁ、イッ」

　素直に返事をし、慎次はひと息に腰を落とした。

「んアッッ！　やああああぁぁぁぁああああ……っ！」

　ズクンと突き刺さった肉棒の圧に、慎次は快楽の悲鳴を上げ仰け反る。自分の許容量を完全に見誤ったことを後悔する間もなく、背筋に鳥肌が立った。すぎた快感に何もできず震えていると、高崎はクスリと笑い慎次の腰を強く掴む。

「まだそこは、途中じゃないのか？」

　高崎の言葉が理解すると、慎次はフルフルと首を振って否定する。

「ぁ……や、だめ、まだむり……まって、ムリだから」

　怯える慎次の声に、腰を掴む高崎の手に力が籠もる。

「中に、欲しいのだろ？」

「でも、いま、したら――」

　おかしくなっちゃう。そう訴える前に、無慈悲にも高崎は微笑み、ガシリと掴んだ慎次の腰思い切り引き付けて、挙げ句その腰を鋭く突き上げた。

　勢いをつけ前立腺を擦り、その勢いのまま切っ先が奥まった場所にも届いてしまう。慎次は閉じていた奥床の扉を抉じ開けられた暴虐を思い出し咄嗟に身を固くして拒もうとしたが、ガツガツとノックする強引さの前ではどうしようもないほど無力だった。

「ヒッ！　～～～～ンおぁああああああああああ」

　濁った雄叫びが喉奥から絞り出し、慎次の意識は瞬間的にスパークする。

　すでに一度開通した結腸の弁は激しい強襲を拒むどころか柔らかに開き、媚びるように切っ先に纏わりつきながら中へと招き入れた。くちゅりと奥の口が開き、エラ張った返しまでをひと息に収められる。

　甘イキで蕩けていた奥床は飛び込んできた亀頭を含むと、すぐさま最絶頂に達した。

　声も出せず絶頂に感じ入っている慎次に、高崎は色気のある笑みを深くし、慎次の薄い下腹を撫でた。

「ちゃんと奥まで、届いたかな？　ここ、軽く突くだけで中がうねるから、随分とイイみたいだな……それでは、もっと突いてあげよう」

　高崎の矛先は精嚢の裏を押さえる位置にある。少し動かすだけでも敏感すぎる精嚢を刺激され、そのことを言葉でも強く意識させられると、慎次の羞恥と快感はさらに高まる。

「ォ、おグッ！　ォグ、らめッ！　ふか、深す、ギィィッ！　ヒグッ！　ィグゥ！」

　高崎のペニスは佐久間よりも長く、容赦なく最奥に届く。内壁越しに精嚢を圧し潰されるが、ダラダラと精液を零し続けた慎次のタンクは既に空っぽで出すべきものがない。それでも刺激されるうちに、胎の中が奇妙な動きを始める。皮膚がざわめくと、下腹がヒクヒクと波打ち、胎の中が急激に収縮する。

　ギュウギュウと高崎のペニスを締め付けながら、慎次の奥は振動し始める。

「～～や、ッあ！　なんか、クル、キちゃぅうッ！」

　射精に対する欲求は高まらないのに、あきらかに様子の違う「何か」が高まって絶頂が近付いてくる。未知の感覚に高崎にしがみつくと、頬に軽くくちづけられた。

「ッ、ハァ……。そろそろ本当の雌イキを教えてあげよう」

　その言葉と共に、高崎はピストンを速めた。

「～～ォグッ！　オッオッォ、ンッ、ゥアアアッ！　～～コワイ、ヤメッ、ゥクっ、きちゃうきちゃう、こわいのクルからぁぁ～～ッ！」

　あまりの快感に泣きわめく。快楽の天井を突き破り、混乱で咽び泣きながらも胎の中はうねり続け、高崎のペニスをしゃぶることをやめない。心臓が壊れ脳が爆発しそうな感覚に恐怖すら感じ悲鳴をあげたが、高崎のピストンが速まるだけだった。

　どんどん高まる訳のわからない感覚は、遂にある一点を超えた。

「ひぅっ！」

　射精をした瞬間にも似た、パッと炸裂するような激しい絶頂が訪れる。しかし、一瞬ですぎるはずの感覚は慎次の中に留まったまま、消えることなく閃光し続ける。

「～～～～～～ッ！　ィぅぅぅぅうぅああああああッ！」

　だらしなく舌を垂らし、躰を硬直させる。射精を伴わない絶頂は止まることなく、芯のないペニスはヒクヒクと痙攣するだけ。きもちいい、そんな感覚はとっくに通り超えている。

「イキまくるシンジ、めちゃめちゃかわいい……。とまんねぇ」

　涎を垂らして絶頂する慎次の姿を見ながら、佐久間は自分のペニスを握り締め激しく扱く。佐久間の凶悪な肉棒は先ほど果てたモノとは思えぬほどに滾り、ヌチヌチとカウパーを零して乱暴な自慰に耐えている。

　イキまくる頭の中は、何も考えられず、この終わらない絶頂の中で燃やし尽くしてほしいという願いだけになった。

「アツイ、ァツゥィの、いっぱいほし、ィィい！」

　慎次が身悶えながら吠えるように叫ぶと、高崎と佐久間はほぼ同じタイミングでクッと奥歯を噛んでから、獣のように笑った。

「じゃあ、アツイのいっぱいかけてあげるね」

　佐久間は暴発寸前のペニスを慎次の胸に押し当て、クパクパと口を開いた尿道に乳首をめり込ませると、再び慎次に握らせ、その手ごと扱く。

「あぁ、奥にもたくさんあげよう」

　高崎は慎次の腰を強く掴み、叩きつけるように鋭く突き上げる。

「ぃぎッッッ～～～～～～～～～～～！」

　奥床に種付けされると同時に、乳首を圧し潰すようにしてぶちまけられる。内側と外側から叩きつけられた精液の熱さに慎次の全身は大きく痙攣し、ォ、ォとか細い声を漏らしながら射精せぬまま果てた。

　ガクリと後ろに崩れ落ちる慎次の喉からは声も出ず、ヒューヒューと空気が漏れるだけ。啼き声も絶えた慎次の首筋を軽く噛み、高崎は欲に彩られた熱い息を吐く。

「雌イキ、上手にできたね、慎次。えらいぞ」

　佐久間はぬるぬると慎次の胸にぶちまけた自分の白濁を塗り拡げながら、慎次の顔中にキスの雨を降らす。

「すっげぇよかった……。セックスでこんなに興奮したの、シンジがはじめて……」

　ふたりの男に甘く囁かれながら愛撫され、この上ない幸福感の中、慎次の意識はゆっくりと白んでいった。
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　翌朝、慎次のコンディションは最悪だった。喘ぎすぎた喉はヒリヒリとした痛みがあり、ふたりに突き上げられた腰は怠く重いうえ、大きく硬いブツを咥え込んでいた尻からは異物感が消えず、まだ何かが挿さっているようで落ち着かない。

　う、うわ～～、夢オチじゃなかったんだ～。マジか～、マジで３Ｐしちゃった～。ある種の感動に嘆くべきなのか喜ぶべきなのか、はたまた不用意に一線を越えてしまったことを悲しむべきなのか。まったく以て複雑である。

　体の不調も然ることながら、大きなベッドの真ん中に全裸の慎次とその両隣には佐久間と高崎。ふたりとも艶々とした笑顔で慎次を見ていた。

「おはよう、ゴザイマス……」

　何を言ってよいのかわからず、かと言って至近距離にいるふたりを無視することもできず。とりあえず嗄れ掠れた声で挨拶をし、慎次は引きつった笑みを浮かべる。

「シンジ先輩、おはよーございます」

　佐久間は昨晩の爛れ切った出来事などまるでなかったかのような爽やかさで微笑み、しかし日課の如く自然に慎次へキスをする。

　チュッと軽いリップ音を立て下唇へ繰り返し吸い付き、唇の内側に甘噛みしては溢れてしまう唾液を啜り取られる。

「ンッ、ふぁ……んんっ」

　おはようのキスにしては甘すぎるそれに慎次がむずかると、後ろから伸びた高崎の腕に絡み取られ、佐久間から引き離された。

「おはよう、躰は大丈夫か？」

　高崎は色っぽく目を細め、尋ねておきながら慎次が返事をする前にその口を唇でふさいでしまう。アッという形に開いていた口にニュルンと舌が滑り込み、敏感になっていた慎次の咥内をくまなく嘗め回す。

「んぅ……ン、フゥッ」

　息苦しさと気持ち良さに頭の中に霞がかかってくる。自分がとても快楽に弱く流されやすいことは、昨夜嫌というほど自覚したが、自覚しただけで何の対策もない。

　どうしよう、高崎さんの舌、すげー気持ちいい。一度、デロデロに熔かされた脳みそはどうやら元には戻らないらしく、驚愕や恥じらいをすっ飛ばしてすぐさまピンクに染まっていく。

　あ、ダメ、もっと欲しくなっちゃう。――と、腰を揺らした瞬間。

「イッデェェェ！」

　ビキビキと走る疼痛に慎次は思わず声をあげた。

　イベントや本屋にも行かずにもっぱら通販オンリーと運動不足を極めた慎次の躰が、ふたりがかりに一晩中前から後ろからと散々激しく貪られて無事なわけがない。いつも使っていない筋肉を酷使したらしく、軽く腰を動かしただけなのに、激しい筋肉痛に苛まれた。

　背中に下腹、腰回りと足の付け根、よもやそんなところまで？　といった具合にとにかく全身の筋肉が悲鳴を上げた。

「大宮くん、どうした？」

「シンジ先輩、しっかりして！」

　ふたりは両側から争うように慎次を抱き寄せ、ふたりに人形のように引っ張られた慎次の躰はますます悲鳴を上げる。

「イッダ！　イダイッてばぁ！　筋肉痛なの、引っ張らないでぇぇ！　大岡裁き思い出してぇ！　先に離した方が本当のお母さんだからぁ！」

　慎次は涙目で叫び、ふたりを諫めた。どエロい桃色に染まっていた頭は筋肉痛でリセットされ、常識的な思考が再起動し始める。どうにかこうにかふたりを牽制し落ち着かせ、生まれたての小鹿よりもプルプル震える頼りない躰を何とか起こした。

「まず正座して。とにかく、そこに正座してよ！」

　掠れた声で喚く慎次の剣幕に、佐久間と高崎はおとなしく従い、殊勝な顔でベッドの上に正座した。ふたりの従順さに一応の満足をし、慎次は改めて口を開いた。

「この状況……なに？」

「シンジ先輩と飲みにいってそのままお泊まり……」

「あのさ健吾、お泊まりだけで済んでないよね？　お泊まりだけだったら、俺の貞操がいろいろ卒業してないよね？　めっちゃ自然にキスすることもないよね？　こんなに腰痛くなってないよね？　明らかにおしりの具合が変化してないよね？」

　流されまくったとは言え、気持ちよく爛れた一夜を過ごした身として、相手をそれほど責められる立場ではないかもしれない。が、しかし、失ってしまったものはもう返ってこない。もう処女には戻れないのだ。

「無理をさせてしまったことについては、すまないと思っている。だが、大宮君を抱いたことについては、後悔はしていない」

「高崎さんはクソ真面目な顔で謝罪しながら開き直らないでください」

　絶望にも似た諦念で肩を落とし、慎次は問題の本質に切り込んだ。

「酔っていたとはいえ……なんでセックス……」

　項垂れる慎次に佐久間と高崎は意外そうに首を傾げ、さも当然といった顔で口を開いた。

「え？　だって、オレ、シンジ先輩のこと好きだから、いつかオレのものにしてやるって努力してたし。でも、いい機会だったからやっちゃった」

　いい機会だからやっちゃったって……。仕事ができる男はチャンスに貪欲すぎて、むしろ引くわ。

「あぁ、私も大宮君を愛しく思っていたので、特別な関係になれるよう常々アピールしていたのだが……。あまり伝わってなかったようなので実力行使に切り替えさせてもらった」

　気持ちが伝わらないなら実力行使って……。イケメンだけに許される荒技です。イケメンの行動力怖い。

　ふたりの返答に慎次は頭を抱える。

「俺のこと、好きとか……初耳なんですけど。……つうか、何で俺？　何の取り柄もないパッとしないモブ顔のアラサーですよ？　あと、隠してますけどかなりのオタクですし。好かれる要素が限りなくゼロなんですが？」

　二日酔いよりも質の悪い酩酊感と頭痛にクラクラして、こめかみを押さえる。わけわかんねぇよ、と混乱で苛立ち荒んだ気持ちのままふたりを睨むも、なぜかふたりはポッと頬を染めた。いや、そこはホッペ赤くする場面じゃねぇし。

「シンジ先輩、すごくかわいいよ？　確かに地味で印象に残らない薄い顔してるけど、優しくてお人好しでチョロくて、隙だらけだからいちいちエロいし。あと、へにゃって笑うの、やばい……。それと、オタクなこと隠しきれてると思ってるとか……。バレバレなのに、天使かよ……。そんでもって、天然ビッチでエッチ大好きなやらしい躰とか……。もう、どんだけオレを好きにさせる気なの？」

「……ねぇ、それ褒めてるの？　ところどころでディスってない？」

「あぁ、平凡な容姿かもしれないが、大宮君はすごく魅力的だ。頼まれるとＮＯと言えない頼りなさと、人の良さに付け込まれてしまうガードの緩さ。そういう愛らしさを守ってあげたいと思うと同時に、意地悪をして困らせたくなる。趣味にのめり込んでいて、それを口実にすれば容易くふたりっきりになれる危機感の薄さと、快楽に流されやすい性質までもが、いとおしい……」

　マジ泣きたい。なんなの？　自虐も混ぜて言ったセリフを全肯定されて、しかもオタバレしてたとか、この局面で知りたくなかったよ。ガードゆるゆるでエッチ大好きな淫乱腐男子って、救いようないヤツじゃん……。

「さっきから、俺、間違いなくディスられてますよね？　もしかして、嫌われてるの？」

「そんなことない、シンジ先輩のこと大好きです。大学の頃から、ずっと……。シンジ先輩追っかけて会社選んじゃうくらいに、オレはシンジ先輩が好き」

「私も、大宮君を愛している。新人研修でのひたむきな姿に胸打たれた。こちらが心配になるほど無垢なところが、たまらなくいとおしい」

　嘆く慎次に佐久間と高崎は真剣な顔で告白する。ふたりに愛を囁かれているが、状況が状況なだけに、どうリアクションしたらいいのか考え込んでしまう。

「いや、しかし……あの……」

　それ以上言葉が続かず黙って俯く。ふたりの言葉が昨夜のことを誤魔化すための嘘や詭弁でないことは、ちゃんと伝わっている。自分を想ってくれていた、そのことは単純に嬉しい。棚からぼた餅めいた思いもよらぬ僥倖だが、慎次には想定外すぎて困ってしまう。

「いきなり、そんな……。だって前振りとかそぶりとか、なかった、ですよね？」

　と呟いてみたが、よく考えたら前振りもそぶりも大いにあった。むしろ「そういう目線」で思い返したら、アプローチされまくり口説かれまくりで、今まで落とされてなかったのが不思議なくらいだ。モテた経験があまりにも乏しいため、モテている状態がどういうものなのか理解していなかった。

「いや……ごめん。謝るの、俺の方だった……。ずっと、ふたりの気持ちを気付かないまま、甘えるだけで……」

　結果的に数多くのアプローチを無視していた慎次は、その事実に申し訳なくなってしまう。なぜわからなかった、自分。――慎次は少し顔をあげ、佐久間と高崎の顔を見た。ふたりは怒るでもなく、慎次の困り顔を心配そうに見ていた。

「だって、わかんなかったし……。健吾と高崎さんに告白されて、びっくりしてるけど、うれしくて……。ふたりとも優しいしかっこいいし、セックスも嫌じゃなかったし。でも、どうしたらいいのか、今もわかんないままだし」

　目の奥が熱くなって、視界にゆらゆらと水の膜が張る。混乱と歓喜と戸惑いと、感情がぐちゃぐちゃになって泣きたくなってくる。慎次がシーツをぎゅっと握り締めると――。

「泣かないで。シンジ先輩がオレの気持ちに気付かなくても、オレはシンジ先輩が好きなのやめられなかった。だから、そのことでシンジ先輩が落ち込むこと何にもないよ」

　正座を勝手に解き、佐久間は立ち上がり慎次の隣に座ると、泣き出しそうな目元にくちづけ微笑む。目元を掠める唇の感触が気持ち良くて、慎次はきつく寄せていた眉間のしわをとろんと溶かし、喘ぐ形で口を開いて浅く息を吸う。ヒュッと忙しない呼吸をすると、シーツを握っていた手に高崎の手が重ねられた。

「……そうだ、大宮君。君は何も悪くない。私も佐久間君も、君を諦めることができなかっただけだ。君は私たちに捕まってしまった、むしろ被害者でしかない」

　慎次の手を取ると、高崎は熱っぽい目で慎次を見たままその手の甲に舌を這わせる。

「～～ァッ」

　ゾクンと腰の奥が痺れる感覚に慎次が肩を竦めると、佐久間は微笑みの形のままの唇で慎次の頬をなぞる。

　昨夜、散々に教え込まれた快楽が、埋火の様に慎次の躰の中へ熱を拡げていく。

「で、でも！　俺、ふたりの事、好きだし、選ぶとか、できそうにないし！」

　言い逃れじみた弁解を口にすると、佐久間と高崎のふたりはお互いに顔を見合わせ、獣のような鋭い目のまま笑い合った。

「シンジ先輩言ったじゃないですか。『みんな仲良しがいい、競合してるなら共同開発しよう』……。そうですよね？」

「あぁ、万が一、君に選ばれないリスクに怯えるよりも、多少不快な状況でも目を瞑ればそれ以上のメリットがあると気付かせてくれたのは、君だよ」

「え、あの……そういう意味で、言ったわけじゃ……なくて」

　ふたりは微笑みながら、じりじりと近づいてくる。慎次は引きつった笑顔で後退りしながらも、彼らを拒む理由を考えた。

　佐久間と高崎のどちらかを選ばず、二股状態は良くない。しかし、佐久間も高崎も二股であることに合意しているので、問題ないとも言える。――あれ？　俺が拒む理由ってなんだ？　ふたりを拒否する根拠が揺らぐ。

「で、でも、俺、ふたりと恋愛するとか考えてなかったから」

　佐久間と高崎が恋愛する想定は大いにしていたけど。それについてはお口チャックしたまま目を白黒させていると、ふたりは慎次の左右の耳にそれぞれの唇を寄せて囁いた。

「オレと恋人になるの、イヤ？　オレが恋人になったら、何も考えられないくらい甘やかして、気持ちよくしてあげるけど？」

「私は愛する人に尽くすタイプでね。君が望むこと、何でも叶えるつもりだ。もちろんベッドでも、ね」

　艶やかな声を吐息と共に耳の中へ吹き込まれ、躰の奥、昨夜深く穿かれた胎の底がザワザワと蠢く。

「ふ、ぁン……ゃあ、そんな、ふたりで、ズルイ」

　とろりと溶けだす慎次の甘く崩れた声に、佐久間と高崎はさざめくように笑い、柔らかな耳朶をしゃぶる。慎次は浅い息を繰り返し、最後の力を振り絞りふたりへと手を差し伸べた。

「じゃあ、約束して、ください……。もう、ケンカしないこと、あと――」

　眉根を寄せつつも嫣然と微笑む慎次の言葉に、ふたりは困ったように笑う。そうして三人は絡み合い、再びベッドへ潜り込んでいった。




　最近、ミーティングで佐久間と高崎が衝突しない。もはやプロジェクトミーティングの名物となっているふたりの衝突が鎮まったことに、スタッフたちは、平和的な流れに安堵したような、名物がなくなったことに少し残念なような、そんな何とも複雑な空気であった。

　先程終わったミーティングでも途中何度か不穏な空気になったものの、スタッフの一人である大宮慎次が「まぁまぁ」などと温い仲裁をすれば、ふたりは苦い顔ではあったが口をつぐみ、言い争うことなくそのまま流れていく。

　両者とも意見に折り合いをつける術を身に付けたのだろう、それがスタッフたちの大勢を占める所感である。恙なくプロジェクトが進むその裏で、大きな変化があったことをスタッフたちは知らないまま。

　その夜、キングサイズの大きなベッドに腰掛け、慎次は興奮に潤んだ瞳でふたりをじっと見つめていた。

「今日のミーティング、ふたりともケンカしそうになったでしょ、俺、怒ってるからね――。ふたりともケンカせず仲良く！　約束守ってくれなきゃダメだから」

　吐息交じりのセリフは、叱責と言うには色めきすぎていた。あきらかな欲情を匂わす声音は、媚びるようにして佐久間と高崎を煽る。

「しかし、言い争いにはならなかったのだから、約束を破ったとまでは言えないのでは？」

　苦く笑いつつも反論する高崎に慎次は唇を尖らせる。

「だぁ～め！　ふたりは、仲良くしてくれなきゃ……。ねぇ、健吾、高崎さんのネクタイ引っ張って、顔をもっと寄せて」

「はぁ～い、了解です。おっさん、ちゃんとシンジ先輩の指示通り、こっち向けよ」

　佐久間はニコニコ顔で素直な返事をすると、首を絞めんばかりに高崎のネクタイを引き、彼に顔を近づけた。佐久間の従順さに満足したのか、慎次はうっとりと微笑み、はぁっと愉悦に染まる息を零す。

「はぁぁ……サイコー」

　慎次が「三人でのお付き合い」に合意した条件。それは、佐久間と高崎の喧嘩の禁止。それと、もう一つは――。

「ふたりとも……かっこよすぎる……ヤバい、見てるだけでマジ妊娠する……！」

　高崎にはジェイク、佐久間にはアルバート。それぞれの衣装を着て『ダーカーズ・コード』のコスプレをしたふたりは、慎次の指示のまま悩ましい構図でポーズを付ける。

　ソファーの上に寝そべった佐久間の上に高崎が跨り、その高崎のネクタイを佐久間が引き、くちづけせんばかりの距離でふたりは睨み合う。

　どちらかなんて選べないほど大好きなふたりが、大好きなドラマのキャラのコスプレをして、大好きなシチュエーションを演じてくれる。クソ腐男子の慎次にとって、これほどのご褒美があるだろうか？　否、ない。

　感動に打ち震えながらも、スマホの撮影ボタンを押す慎次の指は揺るぐことなく、激しく連写音が鳴り響いている。

　興奮しきった慎次はあまり気づいていなかったが、上気し赤い頬や首筋は何とも旨そうに色づき、甘い香りを放っている。ソファーの上で絡み合うふたりはそれぞれに舌なめずりをしてカメラのレンズではなく、慎次自身を見ていた。

「……ねぇ、シンジ先輩。そろそろオレらにも、ご褒美欲しいんだけど？」

「あぁ、こうもお預けが続いては、私たちも空腹でおかしくなってしまう」

　佐久間と高崎はソファーから起き上がり、まだスマホを弄っている慎次の両隣に座ると、慎次を巻き込みベッドへと倒れ込んだ。

「シンジ先輩、早く気持ちいいことしよ？」

「あぁ、週末の夜は長いからな」

　四本の腕が慎次に絡みつき、協力しながらシャツを脱がしていく。

「あ、ちょ、まって……。アルとジェイクにモブ絡ませるとか……解釈違いなんですけど!?」

　もがく慎次の抗議の声が、蕩けたおねだりへと変化するのにそう時間はかからない。こうして三人の夜は、甘やかに更けていった。
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